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　今年度初めて実施された小中合同音楽会の様子
です。
　感染症対策を行いながら、小中学生が日頃練習
してきた成果を、家族の皆さんへ披露しました。
（関連記事 Ｐ２）

小中合同音楽祭

令和３年

第456号
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北信保育園　運動会

（2）広 報 さ か え令和３年11月１日

小中合同音楽会

　10月17日㈰栄小学校の体育館を会場に、小中合同の音楽会が開催されました。
　音楽学習の発表については小学校音楽会・中学校桐の葉祭で行っておりましたが、今年度初
めて合同での音楽会となりました。
　会場の参加者全員で行ったボディパーカッションをスタートに、各学年が日頃練習してきた
歌や合奏がスローガンどおり体育館に快音として響いていました。
　プログラムの最終、小中合同で合唱した「カイト」はオリンピック以上の感動を届けてくれま
した。コロナ禍で練習の機会が少なかったことと思いますが、小中学生に元気をもらいました。

小中合同　合唱 中学生　合唱 小学生　合奏

スローガン

「自分から華になれる場を作ろう」
　10月２日㈯に栄中学校で桐の葉祭が開催されま
した。オープニング（劇）で“人気者”になるべ
くスタートした桐の葉祭。
　一人ひとりが互いを尊重し合い、自ら行動し、
みんなで桐の葉祭を完成させようとする姿はスロ
ーガンそのものでした。

　10月９日㈯小学校グラウン
ドで保育園の運動会が開催さ
れました。
　かけっこ・玉入れ・ダンス
など、練習してきたことを家
族の方へ向けて精一杯発表していました。
　園児が頑張る姿に、家族も自然と応援に力が入
ります。かわいい園児の姿に笑顔になりました。

〈スローガン〉　響　〜小中団結して感動する快音を響かせよう〜

中学校　桐の葉祭
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令和３年度 第2四半期分 工事等契約状況（指名競争入札）

工事（委託）名
契 約 額
（税込）

契約工期
（納期）

業者・代表者名 担当課

公共浄化槽等整備推進事
業　合併処理浄化槽設置
工事（その２）

2,728,000
令和３年８月20日～
令和３年11月30日

有限会社　環境さかえ 建 設 課

水道検針システム導入委
託業務

3,300,000
令和３年８月11日～
令和４年２月28日

株式会社　マイシステム
代表取締役　伊田　博

建 設 課

スタンド型自動体温測定
器購入事業

2,462,900 令和３年10月15日
株式会社タツノ長野支店
支店長　小平誠司

商工観光課

切明源泉予備ポンプ購入
事業

2,178,000 令和３年９月22日
株式会社ナカヨシコーポ
レーション
代表取締役　池田正浩

商工観光課

餅加工機械購入事業 3,298,000 令和３年11月15日
長野綜合メンテナンス株
式会社
代表取締役　羽生田康弘

商工観光課

●スキー、スノーボードのシーズンレンタル
　受付期間：１１月８日～ １１月２２日（各戸配布のチラシでもご案内いたします）
　料　　金：小学生以下 ９，０００円　　中学生以上 １１，０００円

●スキー場営業情報
　１２月１８日㈯オープン！（令和４年３月27日まで営業）

●「雪マジ１９」（１９歳リフト無料）・「雪マジ２０」（２０歳リフト半額）
　雪マジの利用は、インターネットで事前に登録する必要がありますのでお忘れなく。雪マジは、さかえ倶
楽部スキー場を含む全国の加盟スキー場で利用できますので、ぜひお楽しみください。

●村内各戸に村民割引券を配布しますので、ご家族、ご親戚等でご利用ください。

～新型コロナウイルス感染症対策をしっかり行い、村民皆様のご利用をお待ちしております～

雪マジ１９対象者：平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの方
雪マジ２０対象者：平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれの方となります。

問合せ先 さかえ倶楽部スキー場（商工観光課）☎０２６９-８７-３３５５

さかえ倶楽部スキー場　2021,-2022シーズン情報

買うよりお得、シーズンレンタル
　久々にスキーをやってみたくなったが、用具が錆びている…スノーボードを始め
たいが高い板を買うのはちょっと…。そんな方は今年もぜひご利用ください！
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移
住
相
談
へ
の
対
応

　

村
へ
寄
せ
ら
れ
る
移
住
相
談
に
対
し

て
、
担
当
者
が
相
談
者
一
人
ひ
と
り
に

真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
者
が
希
望
す
る
場
合
に

は
、
現
地
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
は
、
役
場
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

や
先
輩
移
住
者
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
村
な
ら
で
は
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
で
、
移
住
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

指　　標 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３
移住相談件数 ２件 13件 ９件
現地案内件数 ０件 ６件 ４件

役場支援による移住者数 ２組
２人

２組
３人

３組
５人

村
の
移
住
・
定
住
対
策

pick
up

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大

流
行
を
契
機
と
し
て
、
過
密
で
な
い
地

方
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
都
市
部
か
ら

地
方
へ
の
移
住
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
こ
の
状
況
を
好
機
と
捉
え
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

移
住
・
定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。Ｐ

Ｒ
活
動

　

村
へ
の
移
住
を
促
す
に
は
、
ま
ず
、

地
方
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
方
々
に

栄
村
の
存
在
を
認
知
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
11
月
に
村
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
長
野
県
栄

村
田
舎
暮
ら
し
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
に
あ
る
長
野
県

の
移
住
相
談
窓
口
な
ど
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
地
方
へ
の
移
住

を
検
討
す
る
方
々
は
20
～
30
代
が
中
心

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
世

代
の
主
な
情
報
収
集
方
法
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
８
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
長
野
県
栄

村
で
田
舎
暮
ら
し
」
を
開
設
し
、
幅
広

く
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実

　

入
居
可
能
な
住
宅
が
無
け
れ
ば
、
移

住
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
村
営
・
村
民
住
宅
は
空
室
が
限
ら

れ
る
た
め
、
状
態
の
良
い
空
き
家
を
有

効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、村
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
運
営
し
、
購
入
・
賃
貸
可
能
な
空
き

家
を
登
録
し
、
移
住
希
望
者
な
ど
に
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
栄
村
空
き
家
バ
ン
ク
】

http://w
w

w
.vill.sakae.

nagano.jp/docs/834.htm
l

移住ＰＲパンフレット
「長野県栄村田舎暮らしガイド」

移住ＰＲホームページ
「長野県栄村で田舎暮らし」

https://sakae-life.com/

村への移住 の 状況
　新型コロナウイルス感染症の大流行による影響を
受け、令和２年度以降、村への移住相談件数と現地
案内件数が増加しています。
　また、令和３年度は９月末時点で前年度を上回る
移住者数となっています。

◦自然の移ろい　　◦人に惹かれた
◦農業をやりたくて

　移住の魅力はすでに村は持っています。
　地域の方の温かさも移住を決めるきっかけになっ
ています。

〈移住関連指標〉

※Ｒ３は９月末時点の数値。

〈
担
当
〉
建
設
課
　
定
住
住
宅
係

今年の移住者に聞いた、移住のきっかけ！
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ふ
る
さ
と
納
税

pick
up

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
生
ま
れ
た
故

郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で

き
る
制
度
で
す
。
寄
附
を
す
る
と
、
寄

附
先
の
自
治
体
か
ら
返
礼
品
が
も
ら

え
る
だ
け
で
な
く
、
寄
附
金
の
う
ち
、

2
，
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
所
得
税
の
還
付
、
住
民
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
頂
い
た
寄
附
金
を
寄
附
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
寄
附
金
の
使
途
に

沿
っ
た
形
で
様
々
な
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

50
年
後
、
1
0
0
年
後
も
「
ふ
る
さ

と
栄
村
」
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と

夢
と
希
望
を
育
み
、
誇
り
を
も
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
さ
ら
聞
け
な
い
ふ
る
さ
と

納
税
っ
て
？

　

栄
村
で
は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
お
米
、
牛
肉
、
ね
こ
つ
ぐ
ら
、
宿
泊
券
な
ど
全

30
種
類
の
返
礼
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
返
礼
品
の
種
類
は
事
業
者
の
皆
様
か
ら

協
力
を
い
た
だ
き
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

栄
村
の
特
産
や
資
源
を
活
か
し
た
返
礼
品
を
幅
広
く
用
意
す
る
こ
と
で
、
選
ぶ

楽
し
さ
や
、
魅
力
的
な
品
が
増
え
寄
附
金
額
や
件
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
か
ら
は
、「
暮
ら
し
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
に
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
」「
栄
村
産
の
美
味
し
い
お
米
を
守

っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」「
素
敵
な
場

所
だ
と
W
E
B
を
見
て
感
じ
ま
し
た
! 

旅
行
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
い
っ

た
う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
村
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
や
、
村
の
返
礼
品
に
魅
力
を
感
じ

寄
附
し
て
頂
け
る
方
と
の
関
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
村
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

栄
村
の
取
組

今
後
の
取
組

今年度から返礼品となった
『ジビエしゃぶしゃぶ』

※熊・猪・鹿の肉が味わえます。

23,977千円
29,185千円

21,692千円

591

751

469469

100

300

500

700

900

0千円

10,000千円

20,000千円

30,000千円

令和元年度 令和2年度 令和3年度
9月末時点

寄付総額 件数

使途の指定なし　2,939千円

雪害・災害・防災　1,540千円

自然環境保全　1,004千円

文化・教育　725千円

農業振興
22,176千円

保健・福祉　801千円

10.1%
5.3%
3.4%
2.5%

76.0%

2.7%

3.4%
2.5%

76.0%

2.7%

令和2年度　寄附目的（使途）

寄附額・件数の推移

〈
担
当
〉

総
務
課
　
企
画
財
政
係
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新型コロナワクチン 3回目接種 のお知らせ

問合せ先 民生課　健康支援係　☎０２６９-８７-３０２０（直通）

　令和３年度に、７名の方が100歳を迎えられます。その中で、
自宅で生活されている方４名をお祝いするため、村長が自宅
を訪問し、内閣総理大臣や長野県知事からの祝状と記念品な
どを届けました。
　大正、昭和、平成そして令和と激動の時代の中で、長い間、
家族そして地域を支えてこられたことに心から敬意と感謝を
申し上げます
　今後とも、豊富な経験と深い知恵によって後進をご指導い
ただくとともに、いつまでもお元気で過ごして
いただきたいと願っております。

桑原ソヨさん（森） 斎藤ミツヰさん（切欠）

滝沢しげさん（程久保）

山田まささん
（屋敷）

100歳のお祝い

　国では、新型コロナウイルスワクチンを２回接種した方に対し、３回目の接種を行うことを決定
しました。３回目の接種については、以下のとおりとなります。

♦対 象 者：諸外国での接種状況等を踏まえ検討中
♦接種時期：２回目の接種から８ヵ月以上経過後
♦使用するワクチン：１、２回目に接種したワクチンを原則としつつ、検討中
※今後、接種について詳細が決まりましたら、接種方法・接種場所等をご案内します。

　全国的なワクチン接種が進んでいることや一人ひとりの感染防止策の徹底により、10月末現在、
感染者は減少傾向となっています。様々な日常生活の制限が段階的に緩和されており、地域活動も
徐々に活発になるのではないでしょうか。様々な活動の再開後も、一人ひとり、または地域で取り
組む感染防止策の継続をお願いします。

♦マスク着用、距離の確保による飛沫対策　　　♦手洗い、手指の消毒による接触対策
♦密集・密接・密閉の３密対策

ワクチン接種後も基本的な感染防止策の継続を！
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りよだ健保
インフルエンザ予防接種を受けましょう！

　村では、インフルエンザへの感染や、感染した場合の重篤な合併症などを抑えるために、予防接種を
推奨しています。予防接種の効果が現れるまでに、２週間程度かかりますので早めの予防接種と、うが
い・手洗い・咳エチケットによる感染対策を心掛けましょう。

《インフルエンザ予防接種の補助について》
①補助対象者：◆高校３年生以下の方　◆妊婦の方　◆65歳以上の方
②補助金の対象となる接種期間：令和３年１０月１日～令和４年１月３１日
③補助金額：一回接種の場合3,500円まで
　　　　　　二回接種の場合一回2,500円まで、二回まで補助対象（合計5,000円まで）
　　　　　　（※13歳未満は二回接種の対象となります）

《栄村診療所でのインフルエンザ予防接種について》
　11月１日㈪から予防接種を受け付けます。
　診療時間内であれば、予約なしで接種が可能です。なお、地区
巡回接種は行いませんが、次のとおり、診療時間外及び休日の接
種日を設けましたので、ご利用ください。

インフルエンザ以外の予防接種等について

　インフルエンザ予防接種と同時接種が可能です。希望される方は予防接種を受ける医療機関へ、ご予
約ください（栄村診療所の場合は☎0269-87-3306にお電話ください）。

　予防接種は可能ですが、まず抗体検査を受ける必要がありますので、クーポン券同封の案内をご確認
ください。風しんは妊婦が感染すると、生まれてくる赤ちゃんの眼や耳、心臓に障害が出る可能性があ
ります。妊婦への感染を予防するためにも、多くの男性が風しんの抗体を持っている必要があります。

問合せ先 民生課　健康支援係　☎0269-87-3020

○高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種の対象の方へ
（対象の方には本年７月に郵送で通知しています）

○風しんの追加的対策の対象の方へ
（対象の方には本年４月にクーポン券を郵送しています）

予防接種を受ける医療機関による違い
栄 村 診 療 所
秋 山 診 療 所

〇予約なしで予防接種ができます。
〇補助対象の方は原則無料で予防接種が受けられます。（申請不要）

村外の医療機関
〇近隣の医療機関でのインフルエンザ予防接種は各医療機関にお問い合わせください。
〇65歳以上の方は各医療機関の接種料金から補助金を差し引いた金額が請求されます。
〇高校３年生以下および妊婦の方は、補助金の申請等が必要となります。

日 に ち 受付時間
11月２日㈫

17時～18時30分
11月５日㈮
11月６日㈯ ９時～11時
12月１日㈬

17時～18時30分
12月３日㈮
12月４日㈯ ９時～11時
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　介護している方が、一息つきながら
気軽に話ができる場所です。困ってい
る事のご相談にも応じます。いろんな
方の経験談を聞いてみませんか？

にじいろカフェにじいろカフェ

●日時：11月17日㈬
　　　　10：30～12：00
●場所：旧医師住宅（森地区）

参加無料・
申込不要

にじいろカフェ

～介護保険サービスって何だろう？～

　みなさんは『介護』というとどんなイメージがあるでしょうか。「自分はいつまでも元気でいたい」
「介護を受けるなんて嫌だ…」と、多くの方は思われるのではないでしょうか。適度な運動やバラン
スの良い食事、田畑の管理や趣味などの生きがいの継続等、介護が必要にならないよう予防対策をし
ていくことも大切です。
　しかし、病気や筋力の低下等、原因は様々ですが、自分の体が思うように動かなくなってきたり、
生活動作が大変になってくると不安になってしまいます。
　そんな時、皆さんの味方になってくれるのが介護保険サービスです。どのような生活を望まれるの
かお聞きし、安心した暮らし、活き活きとした暮らしのための支援を行います。毎日の生活がより安
全になるよう福祉用具を活用したり、手すりを付ける等の住宅改修をするなど、介護保険には様々な
サービスがあります。

介護保険サービスを受けるには…

　介護保険サービスを利用するためには、介護保険の申請が必要となります。
　対象は、65歳以上の方と４０歳から64歳までの特定の病気をお持ちの方です。
　高齢者の総合相談窓口を栄村地域包括支援センターに設けていますので、まずはご相談ください。
　申請後の流れについては12月号でお知らせしますね。…つづく

こんにちは。栄村地域包括支援センターは、民生課内に設置され、主に65歳以
上の方の身体の状態や生活の心配ごとの相談に応じています。

栄村地域包括支援センター　電話：０２６９-８７-３３０１

はいこん
ちょ

地域包括支援センターです

そうだ！
包括に言ってみよ

う！

　あっと言う間に寒くなり暖房
が必要な季節になりました。
　体調を整えて、これから来る
本格的な冬に備えていきたいで
すね。

あっこのひとりごと

デイサービス 訪問看護

福祉用具貸与 訪問介護

老人ホーム
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長
野
県
で
は
、
子
ど
も
の
自
然
の
恵

み
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
学
び
、
成
長
し
よ

う
と
す
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、

自
然
保
育
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
保

育
に
取
り
組
む
保
育
施
設
を
信
州
型
自

然
保
育
（
信
州
や
ま
ほ
い
く
）
認
定
園

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

北
信
保
育
園
で
行
っ
て
い
る
園
児
が

育
て
る
畑

や
育
て
た

作
物
か
ら

味
噌
等
を

作
る
活
動

等
が
評
価

さ
れ
、
本

年
10
月
に

認
定
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
経
営
管
理
能
力
向

上
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
す

長
野
県
北
部
地
震
に
よ

る
住
宅
の
修
繕
費
の
融

資
に
つ
い
て

北
信
保
育
園
が
信
州
型

自
然
保
育
に
認
定
さ
れ

ま
し
た

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

長
野
県
農
業
再
生
協
議
会
主
催
の
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
期
限
ま
で
に
申
し
込
み

下
さ
い
。

対
象
者
：
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
、

集
落
営
農
組
織
、
そ
の
他
農

業
経
営
者

会　

場
：
長
野
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
塩
尻
市
）

参
加
料
他
：
無
料（
各
定
員
60
名
先
着
）

申
・
問

　

長
野
県
農
業
再
生
協
議
会

　

☎
０
２
６
─

２
２
５
─

９
６
４
２

第１回 第２回

日　　時

令和３年12月９日㈭
10:00～15：00

令和４年１月13日㈭
10:00～15：00

内　　容

・農業の法人化
・農業法人の税務

・農業経営の労務管
理と社会保険

・経営計画

申込期限

令和３年12月１日 令和４年１月５日

　

長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
住
宅

の
修
繕
に
つ
い
て
、災
害
援
護
資
金
を
、

特
例
と
し
て
無
利
子
で
融
資
し
て
い
ま

す
。（
３
年
据
置
７
年
償
還
）

　

特
例
を
受
け
る
条
件
と
し
て
、
長
野

県
北
部
地
震
に
お
い
て
住
宅
に
半
壊
以

上
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
所
得
要

件
が
あ
り
ま
す
。

　

融
資
を
希
望
す
る
方
は
、
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
に
役
場
民
生
課
住
民
福

祉
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
今
回
が
最
後
の
申
請
と
な
り
ま
す
の

で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

厚
生
労
働
省
で
は
、“
国
民
一
人
ひ

さつまいも掘りの様子

と
り
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
す
日
”
と
し
て
、
11
月
30

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
高
齢
期
に
備
え
、
そ
の
生
活
設

計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

11
月
9
日
㈫
か
ら
11
月
15
日
㈪
ま
で

の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の

栄
村
で
の
火
災
発
生
件
数
は
２
件
、
ど

ち
ら
も
火
入
れ
を
原
因
と
す
る
火
災
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
す
る
時

季
と
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に

は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
栄
村
消
防
団
で
は
消
防
団
車

両
に
よ
る
村
内
巡
回
広
報
を
次
の
と
お

り
実
施
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

す
。

・
日
時
：
11
月
６
日
㈯

・
場
所
：
村
内
全
域

　

ま
た
、
冬
に
向
け
て
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
で
の
火
災
予
防
に
つ
い
て
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い

②
暖
房
器
具
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

問　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

秋
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す
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え
ら
れ
て
い
ま
す
。
園
内
の
敷
地
は
大

変
広
く
、
ま
た
観
る
も
の
も
多
種
多
様

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
植
物
だ
け
で
は

な
く
そ
れ
ら
を
餌
と
し
た
昆
虫
や
水
生

生
物
が
共
存
し
て
お
り
、
生
物
多
様
性

を
五
感
を
通
し
て
体
験
で
き
る
場
所
で

す
。

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

推
進
室
で
は
10
月
15
日
㈮
に
栄
村
ジ

オ
学
習
秋
の
動
植
物
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。前
回
の
春
の
講
座
に
引
き
続
き
、

今
回
は
秋
の
栄
村
自
然
植
物
園
を
舞
台

に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
成
要
素
の
ひ
と

つ
で
あ
る
エ
コ
（
生
態
系
） 

に
つ
い
て

学
習
を
し
ま
し
た
。

　

栄
村
・
津
南
町
か
ら
10
名
の
参
加
が

あ
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
の
中
澤
英
正

氏
が
作
成
し
た
栄
村
自
然
植
物
園
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
園
内
の

散
策
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に

は
希
少
動
植
物
調
査
員
を
は
じ
め
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
参
集
し
互
い
に
教
え
合

う
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
の
植
物
の
代
名
詞
で
も
あ
る
カ
エ

デ
。
植
物
園
に
は
13
種
類
も
の
カ
エ
デ 

が
あ
り
、
中
澤
氏
が
作
成
し
た
絵
図
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
観
察
を
し
ま
し

た
。
自
然
条
件
が
似
て
い
る
津
南
町
と

栄
村
で
す
が
植
物
の
植
生
は
い
さ
さ
か

異
な
る
よ
う
で
す
。
専
門
家
に
よ
る
と

チ
ド
リ
ノ
キ
や
ミ
ツ
デ
カ
エ
デ
は
津
南

町
に
は
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

栄
村
自
然
植
物
園
に
は
村
内
に
自
生

す
る
3
0
0
種
類
以
上
も
の
植
物
が
植

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

12
月
の
出
張
年
金
相
談

の
ご
案
内

～
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）　
「
だ
れ
か
」

じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら
～

　

近
年
児
童
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

件
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
人
と
の
関
わ
り
も
少
な
く
な
り
誰

に
相
談
し
て
い
い
の
か
一
人
で
悩
ん
で

い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。「
育
児
に

困
っ
て
い
る
の
で
は
？
虐
待
か
も
？
」

と
感
じ
た
ら
中
央
児
童
相
談
所
ま
た
は

栄
村
役
場
保
健
師
や
家
庭
児
童
相
談
員

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
児
童
虐

待
の
な
い
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

【
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

1
８
９
＝
い
ち
は
や
く
】

24
時
間
対
応
、
匿
名
Ｏ
Ｋ
、
情
報
厳
守

証
拠
・
確
証
不
要

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
出

張
年
金
相
談
を
次
の
会
場
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
ご
予
約
の
う
え
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
中
野
市
会
場
：
中
野
市
中
央
公
民
館

　

相
談
日
：
12
月
７
日
㈫　

　

予
約
受
付
期
間
：

10
月
29
日
～
12
月
２
日

◆
飯
山
市
会
場
：
飯
山
商
工
会
議
所　

　

相
談
日
：
12
月
23
日
㈭　

　

予
約
受
付
期
間
：

11
月
22
日
～
12
月
20
日

・
開
設
時
間
：
各
会
場
と
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時
ま
で

・
相
談
時
間
：
30
分
毎

・
予
約
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望

の
日
時
に
予
約
を
と
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

予
・
問

　

長
野
北
年
金
事
務
所　
　

　

☎
０
２
６
─

２
４
４
─

４
０
９
７

秋
の
動
植
物
講
座
の
様
子
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❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

今
回
は
歴
史
編
の
後
半
（
四
章
か
ら

六
章
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
が
終
わ
る
と
、
武
士
が
い

な
く
な
り
、
新
し
い
世
の
中
に
移
り
か

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
栄

村
域
に
は
六
つ
の
村
が
あ
り
ま
し
た

が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
箕
作

村
と
志
久
見
村
が
合
併
し
て
堺
村
、
翌

九
年
に
白
鳥
村
と
平
滝
村
が
合
併
し
て

豊
栄
村
、
青
倉
村
と
森
村
が
合
併
し
て

北
信
村
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明

治
二
十
二
年
に
は
豊
栄
村
と
北
信
村
が

合
併
し
て
水
内
村
に
な
っ
た
こ
と
で
、

栄
村
域
は
下
高
井
郡
堺
村
と
下
水
内
郡

水
内
村
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
近
代
（
明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
）

で
し
た
が
、村
誌
で
は
農
業
や
諸
産
業
、

学
校
制
度
や
教
育
、
交
通
や
通
信
、
戦

時
下
の
暮
ら
し
な
ど
の
視
点
か
ら
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
の
終
戦
後
を
現
代
（
昭

和
後
期
、
平
成
、
令
和
）
と
と
ら
え
、

そ
れ
ま
で
の
近
代
と
ど
う
変
わ
っ
た
か

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
栄
村
は
昭
和

三
十
一
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
農
協
や

森
林
組
合
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

の
人
口
は
八
千
人
を
超
え
て
い
て
、
や

が
て
高
度
経
済
成
長
期
に
も
突
入
し

て
、
活
気
に
満
ち
た
村
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
家
庭
生
活
や
農
業
機
械

の
近
代
化
、保
健
衛
生
や
福
祉
の
充
実
、

情
報
通
信
の
進
歩
な
ど
社
会
生
活
が
大

き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
方
で

高
齢
化
、

過
疎
化
の

課
題
も
抱

え
始
め
ま

し
た
。
こ

れ
ま
で
受

け
継
が
れ

て
き
た
年

中
行
事
な
ど
が
、
思
う
よ
う
に
継
承
で

き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
村
誌
の
最

後
に
は
、
民
俗
分
野
（
衣
食
住
や
伝
統

文
化
な
ど
）
に
つ
い
て
、
特
色
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
村
民
の
み
な
さ

ん
が
最
も
関
心
を
も
た
れ
る
内
容
が
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

村
誌
の
内
容
②

獅子舞（野田沢祭礼）

「
ま
だ
だ
め
だ
！
今
使
っ
た
ら
後
が
厳
し

い
ぞ
！
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
耐
え
ろ
！
諦
め
る

な
！
」

　

あ
、
挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
西
部
地
区
担
当
の
佐
藤
で
す
。

冒
頭
か
ら
騒
が
し
く
て
す
み
ま
せ
ん
。
さ

っ
き
ま
で
ス
ト
ー
ブ
を
出
す
か
否
か
の
葛

藤
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
と
り
あ
え

ず
10
月
い
っ
ぱ
い
、
で
き
れ
ば
雪
が
降
る

ま
で
耐
え
ら
れ
な
い
か
頑
張
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
9
月
・
10
月
の
活
動
報
告
で
す
。

地
域
の
農
家
さ
ん
の
収
穫
の
お
手
伝
い
や

新
米
の
発
送
な
ど
の
仕
事
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
一
番
大
き
な
こ
と
は
、
つ

い
に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を

始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
に

も
説
明
し
ま
し
た
と
お
り
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
と
は
、
複
数
の
人
が
一
つ
の
家
で
共
同

生
活
を
す
る
場
の
こ
と
で
す
。
移
住
者
と

し
て
２
年
半
以
上
栄
村
で
生
活
し
て
き
ま

し
た
が
、
や
は
り
こ
こ
で
の
生
活
は
本
当

に
豊
か
で
素
晴
ら
し
い
。
そ
の
魅
力
を
少

し
で
も
多
く
の
人
と
共
有
し
た
く
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
開
業
に
至
り
ま
し
た
。
名
前

は
〝
山
奥
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス 

と
ま
り
い
え
〟

と
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
〝
泊
ま

り
〟
な
が
ら
栄
村
で
の
生
活
を
体
験
し
、

自
分
の
人
生
を
一
度
立
ち
〝
止
ま
る
〟
そ

ん
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
目
指
し
て
運
営
を

は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
10
月
18
日
現

在
、２
名
に
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
２
週
間
は
地
域
の
方

と
の
直
接
の
交
流
は
避
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
人
手
の
足
り
て

い
な
い
農
家
さ
ん
の
手
伝
い
や
、
各
地
区

で
の
普
請
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
住

人
に
は
田
舎
で
の
生
活
体
験
を
、
地
域
に

は
労
働
力
を
と
い
う
双
方
に
良
い
影
響
が

出
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
近
い

う
ち
、
皆
さ
ん
の
地
区
に
も
住
人
が
お
手

伝
い
に
伺
う
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
と
も
暖
か
く
迎
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
い
う
形
で
、

雪
が
積
も
る
ま
で
の
営
業
で
す
が
、
4
月

以
降
の
本
格
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
西
部
地
区

佐
藤
慎
平

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.11

佐
藤
隊
員
活
動
通
信
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越
冬
ト
ン
ボ
を

探
し
て
く
だ
さ
い
！

　

先
月
号
で
お
伝
え
し
た
ネ
キ
ト
ン
ボ
と

同
じ
よ
う
に
、
ひ
っ
そ
り
と
こ
の
栄
村
で

生
き
続
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

村
内
に
は
、
ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ

と
同
じ
仲
間
で
、
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
越
冬
す
る

三
種
の
ト
ン
ボ
類
の
う
ち
、
二
種
が
村
内

で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
は
、
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
は

ま
だ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
同
様
に
、

今
で
も
必
ず
村
内
の
ど
こ
か
で
生
息
し
て

い
る
は
ず
な
の
で
す
が
。

「
オ
ツ
ネ
ン
」
と
は
？

　

と
こ
ろ
で
、
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
や
ホ
ソ

ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
の
「
オ
ツ
ネ
ン
」
と

は
、ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、「
越
年
」
と
い
う
意
味
で
冬
を

成
虫
で
越
す
た
め
に
付
け
ら
れ
た
名
前
で

す
。

　

で
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

し
て
厳
し
い
冬
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
山
林
の
木
の
皮
の
間
や
崖
下
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
さ
し
の
よ
う
に
な
っ
た

場
所
な
ど
で
、
じ
っ
と
動
か
ず
に
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
冬
の
生
態
は
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　

人
家
の
軒
下
や
家
の
中
に
入
っ
て
越
冬

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
十
一
月

初
め
頃
か
ら
小
春
日
和
の
暖
か
い
午
後

に
、
山
沿
い
の
人
家
や
小
屋
に
集
ま
っ
て

き
た
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
を
見
か
け
ま
し

　

五
月
末
、
広
瀬
調
査
員
か
ら
一
枚
の
写

真
が
ス
マ
ホ
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
も

し
や
？
」
と
思
い
、
す
ぐ
に
図
鑑
で
確
認

す
る
と
、
間
違
い
な
く
ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン

ト
ン
ボ
で
し
た
。

　

こ
の
ト
ン
ボ
は
、
ト
ン
ボ
の
仲
間
で
も

大
変
珍
し
く
、
成
虫
で
越
冬
し
ま
す
。
チ

ョ
ウ
類
で
は
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
な

ど
、
多
く
の
種
が
成
虫
で
越
冬
す
る
の
に

対
し
て
、
ト
ン
ボ
類
は
日
本
に
約
二
百
種

い
る
う
ち
、
成
虫
で
越
冬
す
る
の
は
わ
ず

か
三
種
だ
け
で
す
。

　

村
内
の
過
去
の
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
に
出
版
さ
れ
た

「
栄
村
の
自
然　

西
部
・
東
部
編
」（
平
成

十
年　

飯
水
教
育
会
発
行
）
の
中
に
、
箕

作
で
の
確
認
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。
と
す

る
と
、
今
回
の
発
見
は
、
恐
ら
く
そ
れ
以

来
二
十
数
年
ぶ
り
の
発
見
と
思
わ
れ
ま
す
。

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑫

　

広
瀬
調
査
員
と
一
緒
に
、
ホ
ソ
ミ
オ
ツ

ネ
ン
ト
ン
ボ
を
見
つ
け
た
場
所
に
行
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
山
間
に
あ
る
田
ん

ぼ
の
脇
に
残
さ
れ
た
湿
地
で
す
。
も
と
も

と
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
場
所
で
す
が
、
じ
ぶ

じ
ぶ
と
し
た
場
所
だ
っ
た
た
め
、
田
ん
ぼ

と
区
切
っ
て
湿
地
と
し
て
残
し
て
あ
る
場

所
だ
そ
う
で
す
。

　

湿
地
に
着
い
て
し
ば
ら
く
探
す
と
、
い

ま
し
た
、
い
ま
し
た
！
水
色
の
美
し
い
ト

ン
ボ
が
。

　

ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
は
、
全
長
が

四
セ
ン
チ
ほ
ど
の
イ
ト
ト
ン
ボ
の
よ
う
な

細
い
体
つ
き
の
ト
ン
ボ
で
す
。
私
も
実
際

に
見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
北
海
道
を

除
き
、
広
く
全
国
的
に
分
布
す
る
ト
ン
ボ

で
す
が
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い

ト
ン
ボ
で
す
。
前
年
の
夏
に
生
ま
れ
て
冬

を
越
し
、
春
に
成
熟
し
て
産
卵
し
ま
す
。

た
。
そ
う

し
た
ト
ン

ボ
は
、
次

第
に
壁
の

隙
間
な
ど

か
ら
家
の

中
に
も
入

り
込
み
、

越
冬
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
越
冬
し
た
ト
ン
ボ
が
、二
月
、

三
月
の
暖
か
い
日
差
し
に
動
き
出
し
、
雪

の
中
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
雪

の
中
に
ト
ン
ボ
が
い
た
！
」
と
、
新
聞
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
に
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

あ
な
た
の
そ
ば
に
き
っ
と
い
ま
す
！

　

そ
ば
に
池
や
湿
地
が
あ
る
山
沿
い
の
人

家
や
小
屋
な
ど
が
、
越
冬
す
る
場
所
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

　

人
間
に
と
っ
て
も
厳
し
い
冬
を
越
す
た

め
の
準
備
に
気
ぜ
わ
し
い
こ
れ
か
ら
の
時

期
で
す
が
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
生
き
物
が
身

の
回
り
に
や
っ
て
き
て
い
な
い
か
、
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
に

情
報
を
い
た
だ
け
た
な
ら
、
貴
重
な
記
録

に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
：
栄
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
８
７
─

３
１
１
８

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

20数年ぶりの発見となったホソミオ
ツネントンボ。冬を越した春に成熟
して美しい水色となる。

（広瀬調査員撮影）

窓辺で越冬するオツネントンボ
（新潟県十日町市で撮影）

早春、雪の上に出てきたオツネン
トンボ（新潟県十日町市で撮影）
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９月火災・救助・救急出動件数

最高気温 30.3℃ ９月21日㈫

最低気温 14.5℃ ９月14日㈫

平均気温 20.6℃ 総 雨 量 92.0㎜

栄村の気象（９月）

世帯数 800世帯 前月比＋1
人　口 1,700人 0
男 811人 0
女 889人 0

出生 0
死亡 1
転入 1
転出 0

世帯と人口（10月１日現在） ９月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 86 飯山日赤� 3

津南病院� 0
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 6
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 13

野沢温泉村 1 1 13

栄 村 0 1 6

管 轄 外 等 0 0 0

火の始末　満点だけが　合格点

11月の納税等
〇固定資産税　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　　　〇農業集落排水処理使用料
〇学童保育料

生活カレンダー11月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　１１月３０日㈫　です
口座振替日
　農協・郵便局　　 　11月22日㈪
　八十二銀行・県信 　11月25日㈭

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
】

日
時
：
４
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
幼
児
健
診
】　
日
時
：
８
日
㈪　

午
後
１
時
20
分
か
ら

　
　
　
　
　
　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
保
育
園
開
放
日
】　
日
時
：
９
日
㈫
・
24
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】　
日
時
：
10
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
離
乳
食
教
室
】　
　
日
時
：
16
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
あ
そ
び
の
教
室
】　
日
時
：
29
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
北
信
保
育
園

健
康
福
祉

【
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】　
日
時
：
６
日
㈯　

午
前
8
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
：
白
鳥
駅
集
合

【
心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会
】　
日
時
：
18
日
㈭　

午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
：
役
場　

第
一
会
議
室

ス
ポ
ー
ツ

【
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
挑
戦
】

日
時
：
６
日
㈯
・
13
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
栄
小
学
校

【
村
長
杯
野
球
大
会
】　
日
時
：
７
日
㈰　

午
前
８
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
農
村
広
場
・
栄
中
学
校

【
栄
村
卓
球
大
会
】　
　
日
時
：
20
日
㈯　

午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
栄
中
学
校

そ
の
他

【
自
然
学
校
】　
日
時
：
13
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

場
所
：
月
岡
地
区

【
ち
い
ば
ぁ
の
人
形
劇
と
命
の
話
】

日
時
：
14
日
㈰　

午
後
1
時
か
ら

場
所
：
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場



（22）広 報 さ か え令和３年11月１日

●広報さかえ　令和３年11月１日発行　●編集　総務課　情報防災係
●〒389-2792　長野県下水内郡栄村大字北信3433　TEL 0269-87-3111　FAX 0269-87-3083
●ホームページ　http://www.vill.sakae.nagano.jp　●印刷　㈱滝沢印刷

　1０月２日㈯第44回桐の葉祭が行われました。「自分から華になれる場をつくろう」をスローガンに充
実した１日を過ごしました。このスローガンには全校生徒一人一人が自分にできることは何かを考えて
行動し、桐の葉祭でそれぞれの笑顔が輝き、「華」になってほしいという意味が込められていました。
　午前中は開祭式に始まり、学年総合的な学習の時間の発表、意見文（国語）、英語スピーチ（英語）、
部活動発表（音楽・探究部）、生徒会企画を行いました。生徒会企画では、３つのグループに分かれて
クイズを解いて競い合いました。なかなか難しいクイズにみんなで話し合いながら楽しそうに解いてい
る姿が印象的でした。
　午後からは、ダンス発表、そして体育祭を行いました。特に、体育祭では前日の荒天から体育館での
開催となりましたが、チーム毎に白熱した戦いで、生徒もご覧頂いた保護者の皆様も楽しむことができ
ました。
　全校生徒が20名と少人数のうえ、限られた時間の中での準備と、本当に頑張りました。どこの学校よ
りも一人ひとりが自分にできることを考えて行動し、華になるような活躍でした。コロナ禍により地域
の皆様にもご来校いただき華になった姿をご覧頂けなかったことは心残りですが、華になって成長した
姿の生徒を地域で見かけたら誉めて頂ければ幸いです。

今月の
Vol.56　栄中学校

～第44回 桐の葉祭～
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発
刊
２
０
０
号
を
祝
し
て

発
刊
２
０
０
号
を
祝
う

　

栄
村
議
会
報
が
昭
和
46
年
10
月
発
刊
以
来
２
０
０

号
に
達
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
栄
村
議
会
報
は
、平
成
の
合
併
問
題
や
、

長
野
県
北
部
地
震
な
ど
、
様
々
な
難
関
を
乗
り
越
え

て
き
た
栄
村
政
の
歴
史
を
た
ど
り
、
こ
れ
か
ら
の
栄

村
を
考
え
て
い
く
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
、
歴
代
議

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
編
集
委
員
各
位
の
ご
努
力
に
対

し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
議
会
で
の
内
容
を

村
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
的

確
な
文
章
で
真
意
を
伝
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
報
は
村

民
の
多
肢
に
わ
た
る
村
政
に
寄
せ
る
期
待
や
要
望
、

大
規
模
災
害
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
な

ど
、
村
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た
村
民
の
皆
さ
ん

に
村
の
動
き
や
行
政
情
報
が
議
会
報
に
よ
っ
て
提
供

さ
れ
る
こ
と
で
、
栄
村
と
し
て
の
自
治
体
能
力
が
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
る
議
会

報
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
な
が
ら
一
層
の
飛
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
発
刊
２
０
０
号
の
お
祝
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

栄
村
議
会
報
が
昭
和
46
年
10
月
第
１
号
創
刊
以
来

50
年
を
過
ぎ
、
本
年
11
月
議
会
報
の
発
刊
で
記
念
す

べ
き
第
２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

栄
村
議
会
報
は
、
県
内
で
議
会
報
を
発
刊
し
て
い

る
町
村
の
う
ち
、
３
番
目
に
古
い
歴
史
が
あ
る
も
の

で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、議
会
報
を
通
し
て
、行
政
の
仕

事
や
村
政
の
方
向
、行
財
政
計
画
の
内
容
の
紹
介
、予

算
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、で
き
る
だ
け
具
体
的
に
、

分
か
り
易
く
村
民
の
皆
様
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
年
４
回
の
定
例
会
ご
と
に
発
刊
さ
れ
る
議

会
報
を
村
政
の
主
人
公
で
あ
る
村
民
の
皆
様
に
関
心

を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
議
員
活
動
に

色
々
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

村
政
に
生
か
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
こ
に
２
０
０
号
発
刊
を
記
念
し
て
歴
代
の
編
集

委
員
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
、
第
18
期
議
会
報
編

集
委
員
一
同
皆
様
方
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

栄
村
議
会
議
長

上
倉
敏
夫

栄
村
長宮

川
幹
雄
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　令和２年度の一般会計決算・特別会計決算については、議員全
員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第455号）２ページから

７ページを参照して下さい。

区　分 一般会計 特別会計（10会計）

歳入額 35億2,229万円 10億6,302万円

歳出額 33億3,090万円 10億4,373万円

令和２年度

令和3年９月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

◆令和３年度　栄村一般会計補正予
算（第４号）

・橋梁点検費：6,500千円
・トンネル（シェッド）点検費３箇所：12,000千円
・社会資本整備総合交付金事業費（箕作泉平線他１工事の補助金決定他事

業費との調整に伴う）減額：▲73,600千円他
・補正額：▲53,504千円

◆令和３年度　栄村国民健康保険特
別会計（施設勘定）補正予算（第
１号）

・歯科医師住宅・医師住宅修繕費、備品購入費：297千円
・医師診療日数増による月額単価及び職員人事異動による追加：10,015千円
・歯科医師交代による人件費の減：▲341千円
・歯科診療所費、医業費で、医薬品・技工手数料不足による追加：4,320

千円
・補正額：14,291千円

◆令和３年度　栄村秋山診療所特別
会計補正予算（第１号）

・内科医師報酬月額単価改定による追加：300千円
・医薬品の不足による追加：460千円
・繰越金確定による減：▲81千円
・補正額：679千円

◆令和３年度　栄村介護保険特別会
計補正予算（第１号）

・人事異動に伴う不足分の追加：28千円
・償還金で前年度国県補助金確定に伴う返還：1,099千円
・職員人件費の増：541千円
・補正額：1,668千円

◆令和３年度　栄村ケーブルテレビ
特別会計補正予算（第１号）

・インターネット接続機器設置工事費等の増額
・補正額：599千円

◆栄村税条例の一部を改正する条例
の制定について

・村税である軽自動車税の種別割の減免に関する規定を加えるとともに、
入湯税の特別徴収義務者の申告と納入手続きの軽減を図る内容の改正を
行うもの

・軽自動車税の種別割の減免について、天災その他特別の事情がある場合
において減免を必要と認める者及び貧困により生活のための扶助を受け
るものは条例に定めるところにより減免することができるということか
ら、それらの減免規定を加えるもの

・入湯税の特別徴収の手続きについて、毎月15日までに前月分の入湯税の
申告と納入を行わなければならないとされているものを、９月15日まで
と翌年３月15日までの年２回までとすることができるように改めるもの

一般会計・特別会計� 歳入歳出決算額
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◆令和３年度　栄村予算推移◆
区　　分 当初予算 ５月補正 ６月補正 ７月補正 ９月補正 予算総額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 2,610,000 49,793 7,896 21,475 ▲ 43,604 2,645,560 35,560 101.36

特別会計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定）

258,472 258,472 0 100.00 23.4%

国 民 健 康 保 険
（施設勘定）

109,516 14,291 123,807 14,291 113.05 11.2%

秋 山 診 療 所 3,874 679 4,553 679 117.53 0.4%

後期高齢者医療 29,448 29,448 0 100.00 2.7%

介 護 保 険 398,024 1,668 399,692 1,668 100.42 36.1%

介 護 サ ー ビ ス 7,400 7,400 0 100.00 0.7%

簡 易 水 道 68,519 6,900 75,419 6,900 110.07 6.8%

生 活 排 水 処 理 56,835 56,835 0 100.00 5.1%

農 業 集 落 排 水 23,223 23,223 0 100.00 2.1%

ス キ ー 場 110,522 110,522 0 100.00 10.0%

ケーブルテレビ 16,677 599 17,276 599 103.59 1.6%

特別会計合計 1,082,510 1,106,647 24,137 102.23

※▲は減額

案　件　名 内　　容

◆固定資産評価審査委員会条例の一
部を改正する条例の制定について

・納税者が固定資産の価格に関する不服申出等の手続きを行う際に、求め
ている書面への押印を不要とする改正を行うもの

◆栄村東日本大震災復興交付金基金
条例を廃止する条例の制定につい
て

・国から交付された東日本大震災復興交付金制度が令和２年度をもって終
了し、基金残高も無くなったことから、基金条例を廃止するもの

◆栄村手数料徴収条例の一部を改正
する条例の制定について

・法定受託事務であった個人番号カードの再交付に対する手数料徴収事務
について、いわゆるマイナンバー法の改正により手数料徴収項目から削
除することについて改正をするもの

― 追加議案 ―
◆令和３年度　栄村一般会計補正予

算（第５号）

・新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言などによる外出移動自粛によ
り、売上に著しい影響を受けている業種の事業者に対し、事業継続のた
めの支援金を交付他
・補正額：9,900千円

単位：千円
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意見書名 概 　 　 略 送 付 先

豪雪地帯対策
特別措置法の
改正等に関す
る意見書

　本村は、豪雪地帯対策特別措置法（以下「豪雪法」という。）に基づき特
別豪雪地帯の指定を受けている全国有数の豪雪村である。
　これまで、積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法
や豪雪法に基づく特別措置等により、往時に比べ冬期間の生活環境は大幅に
改善されてきたところであるが、近年、少子高齢化の進展や空き家の増加等
による地域の克雪力の低下に加え、気候変動の影響による雪の降り方の変化
に直面している。
　特に、令和２年度の豪雪では、短期集中的な降雪の影響により、各所での
倒木による断線のため、長期的な大規模停電の発生、高齢者等の要援護者世
帯の除排雪の遅れ、高齢者の雪下ろし等除雪作業中の事故など多くの課題が
生じている。
　このように、豪雪地帯を取り巻く状況が変化する中で、住民の安全・安心
を確保していくためには、これまでの国による支援措置に加え、豪雪地帯に
おける様々な課題への迅速な対応を可能とする支援策が必要である。
　よって国会並びに政府におかれては、特別豪雪地帯における基幹道路の整
備及び公立小中学校等の施設等の整備を促進するため、豪雪法第14条及び第
15条の特例措置について10か年の延長を講ずるとともに、豪雪地帯の住民の
安全・安心な生活を確保するため、雪処理の担い手確保など豪雪地帯特有の
課題に対して、交付金や基金等により柔軟に対応できる財政支援制度を創設
するなど総合的な対策を実施するよう強く要望する。	

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
厚生労働大臣
総務大臣
農林水産大臣
経済産業大臣
国土交通大臣
環境大臣
文部科学大臣

コロナ過によ
る厳しい財政
状況に対処し
地方税財源の
充実を求める
意見書

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方
面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いて
いる。この中で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられ
ない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方
創生、雇用対策、防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、
財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このため
には、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、
下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

１．令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営
と改革の基本方針2021」において、令和３年度地方財政計画の水準を下
回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化
に伴い、社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出
に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２．固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺る
がす見直しは、断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コ
ロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る
特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限り
の措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３．令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準
額を令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限り
とすること。

４．令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能
割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。

５．炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方
譲与税として地方に税源配分すること。

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣
総務大臣
経済産業大臣
内閣官房長官
経済再生担当大臣

栄村議会として意見書２件を提出
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総務文教常任委員会

1．	村民が希望の持てる村政施策を進めるため、自主財源、交付税の安定的
確保に努め、財政調整基金を含むすべての基金の使途に関しては、必要
性が妥当で適切か判断し進めること。

2．	歳出科目についてはより計画的、効率的、公平に対応し、少ない経費で
より多くの効果を得られるよう方策を講じること。

3．	予算の樹立に向けては、前年度の決算の成果をもとに計画を立て、主要
施策の効果を明記すること。

4．	防災・減災に努め情報を発信し、常に村民に寄り添い、地域の安心、安
全に努めること。　

5．	人口減少問題を重要施策と位置付け、地域の活性化を図るため、総合的
積極的に取り組むこと。

6．	義務教育の更なる充実を図り、子どもたちの教育環境を整え、未来に羽
ばたく子どもたちの育成に努めること。

7．	新型コロナウイルス感染症対策を通じ、村民の健康不安や感染者の誹謗
中傷などに万全の対策を講じ、村内経済対策を積極的に行うこと。

産業社会常任委員会

1．	新型コロナウイルス感染症に関する見通しは不透明である。「21世紀は
感染症とのたたかいの世紀」とも言われる。感染症対策に万全を期す措
置を講じられたい。

2．	令和４年度は「第６次栄村総合振興計画後期基本計画（令和４～８年度）」
の初年度となる。本年末までに決定される「基本計画」に基づく実施計
画を作成し、令和４年度予算はそれらの計画に則ったものとして編成さ
れたい。

3．	村の若者の定住、自然豊かで低密度の栄村への移住を望む人たちの積極
的受け入れのため、新しい仕事と雇用の創造、住宅の確保、子育てしや
すい環境の整備の施策を積極的に展開されたい。

4．	村の暮らしの土台となる田んぼ（稲作）と水路を維持できるよう、集落
間連携（集落ネットワーク）や農業法人の強化にむけて、村（行政）が
イニシアティブを積極的に発揮されたい。また、農業振興基金の十分な
確保のためにふるさと納税の返礼品のいっそうの開発に努められたい。

5．	森林整備と林業に関する村の政策を明確化し、関係予算を十分に確保さ
れたい。

6．	〈苗場山を軸とする山岳観光とスキー場を拠点とする雪と緑を活かす観
光〉を軸に村の観光政策の方向性を明確にし、観光施設の計画的な維持・
運営に努められたい。

7．	国民健康保険、介護保険、社会福祉関係施設の持続可能な運営及びいき
いき暮らせる村づくりのための関係予算の精査と確保に努められたい。

8．	希少動植物調査の継続をはじめとして、自然保護施策を充実させる予算
措置を講じられたい。

◆令和4年度 栄村の予算の樹立に関する提言書を村当局へ提出◆
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興
策
に
取
り
組
む
た
め
の
村
の
方
針
、政
策
、

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

次
に
、
道
路
整
備
に
よ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
さ
ず
、
東
部
地
区
へ
活
性
振
興
策
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。
東
部
地
区
に
交
流
促

進
拠
点
を
進
め
、
賑
や
か
な
産
業
政
策
、
施

策
を
求
め
る
が
、
村
の
見
解
を
伺
う
。

村
長
県
境
に
お
け
る
新
潟
県
地
籍
の
旧

宝
山
荘
前
の
道
路
改
良
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
歴
代
の
首
長
さ
ん
方
を
始
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
と
、
ま
た
、
新
潟

県
関
係
者
等
多
く
の
方
々
に
よ
る
ご
理
解
と

ご
支
援
の
賜
物
と
し
て
大
変
嬉
し
く
感
謝
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

道
路
が
良
く
な
る
こ
と
は
随
所
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
こ
の
度
の
改
良
整
備
で
生
活
道
路

と
し
て
機
能
が
高
ま
る
こ
と
は
勿
論
、
災
害

に
強
い
道
路
網
の
整
備
と
し
て
も
一
歩
進
ん

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
改
良
に
よ
っ
て

更
に
地
域
の
た
め
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

て
の
合
意
形
成
的
な
思
考
に
至
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
考
え
る
時

に
、
今
ま
で
と
は
違
う
姿
と
し
て
地
域
運
営

組
織
、
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
出

て
き
て
い
る
。
私
が
言
っ
て
き
た
営
農
組
織

の
合
体
や
法
人
等
に
よ
る
組
織
の
充
実
、
集

落
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

松
尾
「
人
々
が
暮
ら
す
地
域
の
基
盤
・

土
台
と
し
て
の
稲
作
農
業
を
、
ど

う
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
か
」
を
行
政
と

し
て
踏
み
込
ん
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
従
来
の
村
の
農
政
の
ス
タ
イ
ル
は
「
ま

ず
は
集
落
で
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
、
言
わ
ば
「
受
け
の
姿
勢
」。
今
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
も
っ
と
村
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
、「
村
は
こ
う
い
う
考
え

で
す
。
集
落
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

う
で
す
か
」、「
こ
こ
と
こ
こ
は
組
ん
だ
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
村
の
方
が
積
極
的

に
考
え
て
集
落
の
皆
さ
ん
と
話
し
て
い
く
、

そ
う
い
う
農
政
の
あ
り
方
に
変
わ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
政
課
長
棚
田
地
域
振
興
法
や
集
落

戦
略
の
関
係
、
こ
れ
か
ら

説
明
会
等
開
く
中
で
、
地
域
に
入
っ
て
一
緒

に
な
っ
て
考
え
て
行
き
た
い
、
こ
れ
か
ら
そ

う
い
う
戦
略
等
の
作
成
に
入
っ
て
い
く
。

質
問
旧
宝
山
荘
前
の
道
路
拡
張
整
備
が

始
ま
り
、
栄
村
の
念
願
で
あ
っ
た

道
路
が
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
道
路
は
新
潟
県
管
理
下
に
お
け
る
一

般
県
道
秋
山
郷
森
宮
野
原
停
車
場
線
で
あ

る
。
拡
張
整
備
は
、
道
路
延
長
１
７
２
メ
ー

ト
ル
で
あ
り
、
今
年
度
は
志
久
見
橋
側
か
ら

80
メ
ー
ト
ル
、
令
和
４
年
度
の
雪
が
降
る
前

に
残
り
92
メ
ー
ト
ル
の
工
事
完
了
計
画
の
予

定
で
あ
る
。

　

新
潟
県
の
お
力
添
え
の
下
で
、
津
南
町
の

関
係
者
等
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。他
県
に
よ
る
管
理
道
路
だ
が
、

栄
村
に
と
っ
て
交
通
の
安
全
と
共
に
、
地
域

経
済
振
興
に
、
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る

県
境
友
好
の
道
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
村
の
見
解
を
伺
う
。

　

一
つ
は
、
交
通
対
策
と
村
の
活
性
活
動
貢

献
に
つ
い
て
、
ま
た
、
交
流
活
動
、
産
業
振

松
尾
新
し
い
過
疎
法
を
ど
う
受
け
止

め
、
村
政
の
運
営
に
あ
た
る
考
え

か
伺
う
。

村
長
今
回
の
過
疎
法
の
理
念
は
、「
過

疎
地
域
は
少
な
い
人
口
で
広
大
な

空
間
を
活
用
す
る
先
進
的
な
少
数
社
会
で
、

低
密
度
の
居
住
地
域
と
し
て
国
土
や
地
域
を

発
展
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担
い
、
人
口
減
少

を
嘆
く
の
で
は
な
く
都
市
と
異
な
る
価
値
を

磨
い
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
豊
か
な
少
数
社

会
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
日
本
全
体
の
未

来
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。

連
続
す
る
地
震
や
大
雨
大
規
模
災
害
の
発
生

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
も
あ
っ
て
、
都

市
の
過
密
の
実
態
が
極
め
て
大
き
な
リ
ス
ク

で
あ
る
と
国
民
の
多
く
が
認
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
過
疎
地
域
に
対

す
る
風
向
き
の
変
化
と
な
っ
て
国
全
体
と
し

村　長

村　長

生
活
道
路
と
し
て
機
能
が
高
ま
る
こ
と

は
勿
論
、災
害
に
強
い
道
路
網
の
整
備
と

し
て
も
一
歩
進
ん
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

「
先
進
的
な
少
数
社
会
」

と
し
て
の
持
続
的
発
展

を
め
ざ
す
。

県
境
友
好
の
道
と
し
て
活
躍
す
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
見
解
を
伺
う
。

新
し
い
過
疎
法
を
ど
う
受
け
止
め
、

村
政
の
運
営
に
あ
た
る
考
え
か
。

島
田
伯
昭
議
員

松
尾　

眞
議
員

旧
宝
山
荘
前
道
路
整
備
に
つ
い
て

新
し
い
過
疎
法
を
栄
村
の
持

続
的
発
展
に
ど
う
い
か
す
か

村
の
農
政
は
も
っ
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
だ

今年度整備された旧宝山荘前道路
（10/14 撮影）
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に
公
告
予
定
で
あ
る
。
10
月
上
旬
に
工
事
請

負
契
約
を
締
結
後
、
雪
が
降
る
ま
で
に
仮
設

道
路
の
設
計
を
計
画
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
完
了
の
予
定
。

　

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良

工
事
を
進
め
る
中
で
、
条
件
等
が
変
更
に
な

る
こ
と
は
常
に
想
定
さ
れ
る
。そ
の
際
に
は
、

受
益
者
の
皆
さ
ん
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が

ら
協
議
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

質
問
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
内
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
、
今
年
か
ら

商
工
観
光
課
で
維
持
管
理
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
整
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

整
備
の
頻
度
な
ど
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
ゲ
レ
ン
デ
内
を
整
備
し
て
グ
リ
ー
ン
シ

ー
ズ
ン
に
も
使
え
、
村
民
の
健
康
増
進
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
と
し
て
改
良
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

村
長
コ
ー
ス
の
拡
張
の
事
等
も
含
め

て
、
利
用
す
る
皆
さ
ん
と
担
当
課

で
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
良
い
状

態
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
環
境
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長
コ
ー
ス
の
芝
刈
り
に

つ
い
て
は
、
２
週
間

か
ら
３
週
間
に
一
度
く
ら
い
の
間
隔
で
行
っ

て
い
る
。

　

コ
ー
ス
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理

費
も
増
え
る
の
で
、
協
議
を
進
め
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

程
時
間
が
短
く
な
れ
ば
登
山
者
も
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
、「
山
タ
ク
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
利
便
性
も
図
れ
、
今
後
実
現
に
向
け

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

９
合
目
か
ら
の
樹
林
帯
の
木
道
整
備
に
つ

い
て
は
、
大
小
の
岩
が
入
り
組
ん
で
お
り
整

備
し
に
く
い
た
め
遅
れ
て
い
る
が
、
早
期
整

備
を
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問
水
分
含
有
量
の
多
い
重
た
い
雪
の

た
め
倒
木
に
よ
り
停
電
に
な
る
。

温
暖
化
の
表
れ
と
思
え
る
。
気
候
変
動
か
ら

気
候
危
機
と
言
わ
れ
始
め
て
お
り
重
大
化
、

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

軽
ト
ラ
と
長
靴
を
愛
す
る
栄
村
の
人
々

は
、
自
然
と
共
存
し
て
エ
コ
な
生
活
を
し
て

い
る
。
ま
さ
に
「
脱
炭
素
社
会
」
を
構
築
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ

を
体
系
づ
け
て
温
暖
化
防
止
の
旗
揚
げ
に
で

き
な
い
か
。

村
長
栄
村
が
目
指
す
方
向
は
、
自
然
環

境
の
保
全
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

気
候
変
動
対
策
を
村
の
経
済
政
策
に
繋
げ
て

い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
も
う
一
度
自
分
た
ち
で
再

認
識
し
、
脱
炭
素
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
村

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。栄
村
の
貴
重
な
動
物
、

植
物
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
気
候

変
動
対
策
は
、
村
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
方
向

に
あ
る
と
思
う
。

質
問
平
成
24
年
に
野
々
海
水
路
１
号
隧

道
の
改
修
工
事
の
計
画
が
あ
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
計
画
の
進

捗
状
況
は
。
ま
た
、
工
事
に
か
か
る
費
用
も

増
え
る
中
で
受
益
者
の
負
担
も
多
く
、
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
の
中
、
基
幹
水
路
の
保
全

を
ど
う
考
え
る
の
か
伺
う
。

村
長
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
負
担
率
が

非
常
に
安
く
格
段
に
低
率
な
わ
け

で
、
そ
う
い
っ
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
課
長
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
に
掛
け
て
、
隧
道
測

量
設
計
業
務
、
概
略
設
計
業
務
、
ト
ン
ネ
ル

設
計
業
務
、
そ
の
業
務
を
事
業
費
３
，

６
０
０
万
円
で
実
施
し
た
。

　

今
年
度
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
一
度
入
札

公
告
に
付
し
た
が
、
不
調
だ
っ
た
た
め
現
在

再
入
札
に
向
け
て
調
整
し
、
９
月
中
旬
ま
で

質
問
平
成
９
年
、
栄
村
で
一
番
高
い
佐

武
流
山
に
道
が
無
い
こ
と
か
ら
、

地
元
が
結
集
し
て
登
山
道
復
活
作
戦
を
展

開
、
平
成
12
年
に
山
頂
ま
で
道
が
付
い
た
。

そ
の
後
、
苗
場
山
ま
で
の
道
の
り
を
整
備
、

縦
走
コ
ー
ス
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
林

道
歩
き
が
長
い
の
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
が
、

森
林
管
理
署
と
の
併
用
林
道
と
し
て
管
理

し
、
登
山
者
の
た
め
の
「
山
タ
ク
」
送
迎
が

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
苗
場
山
９
合
目
か
ら

の
樹
林
帯
の
木
道
整
備
が
で
き
な
い
か
。

村
長
佐
武
流
山
は
難
度
が
高
い
と
聞
い

て
い
る
。
道
路
管
理
費
用
と
し
て

大
き
な
負
担
は
困
る
が
、「
山
タ
ク
」
だ
け

で
も
こ
の
林
道
を
乗
り
入
れ
で
き
な
い
か
森

林
管
理
署
と
村
の
発
展
の
た
め
に
協
議
を
進

め
る
こ
と
は
大
い
に
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

商
工
観
光
課
長
長
時
間
の
林
道
歩
き

を
短
縮
し
て
登
山
工

商工観光課長

村　長

協
議
を
進
め
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
。

村
と
し
て
こ
れ
か
ら
の

方
向
に
あ
る
と
思
う
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

を
改
良
す
る
考
え
は
。

温
暖
化
防
止
の

旗
揚
げ
を
。

月
岡
利
郎
議
員

相
澤
博
文
議
員

農
業
用
水
の
確
保
と
保
全
に

つ
い
て

山
岳
登
山
に
つ
い
て

村
民
の
健
康
と
楽
し
む
場
の

確
保
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
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お
い
て
、
各
集
落
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

生
活
基
盤
の
構
築
は
地
区
単
位
で
考
え
て
い

く
事
も
必
要
で
あ
り
、
今
作
成
中
の
振
興
計

画
後
期
の
中
に
明
記
し
て
、
５
年
後
の
将
来

像
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
拠
点
施
設
に
老
若
男
女
が
集

う
こ
と
で
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
取
り

組
み
が
生
ま
れ
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
集
落
営

農
も
広
域
化
が
進
み
、
よ
り
効
率
的
な
活
動

が
図
れ
る
と
考
え
る
が
。

村
長
集
落
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
、営
農
集
団
の
充
実
が
大
事
で
、

商
業
的
機
能
が
全
体
的
に
減
退
し
て
い
く

中
、
農
業
に
係
る
共
同
作
業
的
な
こ
と
だ
け

で
な
く
、
商
業
的
な
こ
と
、
福
祉
的
な
こ
と
、

高
齢
者
の
買
い
物
の
こ
と
、通
院
の
足
な
ど
、

様
々
な
機
能
を
含
め
て
、
地
域
に
必
要
な
生

産
活
動
を
地
域
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
是
非
進
め
て
い
き
た
い
と

私
は
思
っ
て
い
る
。

　

若
い
人
た
ち
に
参
入
し
て
い
た
だ
い
て
、

若
い
人
た
ち
の
知
恵
と
行
動
力
、
そ
し
て
技

術
を
持
っ
て
活
力
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

　

営
農
集
団
を
軸
に
し
て
集
落
戦
略
を
立
て

る
中
で
、
様
々
な
事
業
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
新
し
い
形
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
集
落
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
調
整
し
て
い
く
の
は
非
常
に

難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
少
し
ず
つ
進
め

て
将
来
の
姿
を
描
く
こ
と
が
必
要
だ
。

質
問
前
期
基
本
計
画
の
評
価
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
た
の
か
。
行
政
運
営
に

お
い
て
、
正
職
員
の
定
数
減
で
い
く
ら
予
算

削
減
で
き
る
の
か
。高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、

村
民
の
経
済
的
な
負
担
等
、
支
援
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
事
業
施
策
の
評
価
は
、
担
当
課
で

自
己
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
更
に

年
１
回
検
証
委
員
会
で
事
業
の
実
施
状
況
等

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
定
員
管
理
計
画
が

あ
り
、
６
年
後
の
目
標
値
で
、
７
人
の
削
減

額
は
平
均
給
与
か
ら
、
３
千
５
百
万
円
位
に

な
る
。
人
口
が
減
る
中
で
職
員
数
だ
け
増
や

す
訳
に
も
い
か
な
い
。
職
員
数
の
減
少
に
応

じ
た
適
正
な
運
営
組
織
と
行
政
運
営
の
効
率

化
を
図
っ
て
き
た
い
。
 

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
高
齢

化
・
老
老
介
護
の
実
態
が
大
き
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
保
健
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
し
っ
か
り
し
た
訪
問
体
制
と
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
る
。
介

護
保
険
料
が
村
民
の
皆
様
の
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

民
生
課
長

要
支
援
・
要
介
護
１
、２

で
施
設
入
所
出
来
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
家
庭
内
介
護
が
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
も
当
村
及
び
近
隣
の
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
施
設
の
利
用
な
ど
対
象
と
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
い
。

質
問
今
後
の
栄
村
の
展
望
を
考
え
、
新

過
疎
地
域
振
興
法
の
理
念
で
あ
る

地
域
の
持
続
的
発
展
に
鑑
み
、「
集
落
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
構
想
」の
推
進
を
取
り
入
れ
て
、

複
数
の
集
落
が
集
ま
り
、
集
落
機
能
を
確
保

す
る
た
め
に
「
小
さ
な
拠
点
」
を
、
水
内
、

東
部
、
西
部
、
秋
山
に
設
置
し
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
の
開
設
、
買
い
物
機
能
の
確
保
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
運
行
、
伝
統
芸
能
の
文
化
や
伝

承
、
特
産
品
の
開
発
や
６
次
産
業
化
、
田
舎

暮
ら
し
体
験
等
々
、
様
々
な
取
り
組
み
が
可

能
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
あ
る
当
村
に

質
問
通
学
用
回
数
券
・
寮
費
支
給
が
無

く
な
り
、
通
学
費
補
助
（
費
用
の

２
分
の
１
）
の
上
限
額
が
５
万
円
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
や
制
度
変
更
の
説
明

が
な
い
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
子
供
の
教
育

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
は
、
学
び
の
機
会
を
増
や
し
移
住
定
住

に
も
繋
が
る
施
策
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

民
生
課
長
回
数
券
は
使
用
者
の
名
前

が
入
ら
な
い
。
寮
費
は
本

制
度
の
目
的
が
通
学
に
対
す
る
補
助
の
た
め

見
直
し
を
し
た
。
補
助
上
限
に
つ
い
て
は
当

初
予
算
で
は
５
万
円
と
し
た
が
、
検
討
の
結

果
、
現
行
の
９
万
６
千
円
で
運
用
さ
せ
て
も

ら
う
。
今
後
と
も
末
永
く
補
助
制
度
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

村　長

村　長

少
し
ず
つ
進
め
て
将
来
の

姿
を
描
い
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
料
が
村
民
の
皆

様
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

「
小
さ
な
拠
点
」
を
設

置
し
、
老
若
男
女
が
集

う
こ
と
で
、
様
々
な
意

見
や
取
り
組
み
が
生
ま

れ
、
よ
り
効
率
的
な
活

動
が
図
れ
る
の
で
は
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、

支
援
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

保
坂
良
徳
議
員

魚
田
清
美
議
員

農
業
に
つ
い
て

高
校
生
通
学
定
期
購
入
補
助

に
つ
い
て

栄
村
総
合
振
興
計
画
（
後
期
基

本
計
画
素
々
案
）
に
つ
い
て
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補
助
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
購
入
に
対
す

る
補
助
、
農
業
制
度
資
金
に
対
す
る
利
子
補

給
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
や
技
術
的
な
指
導
、
経
営
指
導
に
つ

い
て
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

農
政
課
長
建
設
課
に
定
住
住
宅
係
が

あ
り
、
定
住
・
移
住
相
談

の
中
に
農
業
に
つ
い
て
の
相
談
も
あ
り
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
技
術
的

な
こ
と
、
経
営
的
な
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も

相
談
を
受
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。総

務
課
長

栄
村
農
家
支
援
事
業
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
財

源
を
一
部
充
当
し
て
い
る
。
８
月
末
現
在
の

寄
付
金
額
は
１
，
４
２
１
万
円
。
経
費
等
引

い
た
残
り
が
農
業
支
援
の
財
源
に
な
る
。
約

58
パ
ー
セ
ン
ト
で
８
２
４
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

質
問
充
当
額
が
増
え
る
よ
う
「
ふ
る
さ

と
納
税
農
家
支
援
返
礼
品
」
の
充

実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
支
援
金
等
交

付
し
て
い
た
だ
け
る
と
農
家
の
皆
さ
ん
も
励

み
に
な
る
と
思
う
の
で
、
是
非
今
後
も
継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

技
術
的
指
導
な
ど
取
り
組
み
が
生
か
せ
る

よ
う
発
信
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
興
味

を
持
っ
て
学
べ
る
場
の
提
供
に
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
農
業
経
営
に
係
る
相
談
等
、

現
在
何
件
く
ら
い
あ
る
の
か
。

農
政
課
長
今
年
、
農
業
に
関
す
る
相

談
は
、２
～
３
件
あ
っ
た
。

が
必
要
で
あ
る
。

総
務
課
長
集
落
担
当
職
員
制
度
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
職
員
割

り
振
り
方
式
で
は
、
経
験
年
数
等
に
よ
り
、

そ
の
対
応
に
差
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら
、
受

付
窓
口
を
総
務
課
長
、
行
政
係
長
、
秋
山
支

所
長
に
統
一
し
、そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。

質
問
平
成
12
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
発
足
当
時
人
口
２
６
０
０
人

令
和
二
年
で
は
、
１
７
０
０
人
と
大
き
く
状

況
が
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
村
は
、

抜
本
的
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
の

見
解
で
あ
る
が
検
討
、
研
究
の
結
果
に
つ
い

て
伺
う
。

　

雪
国
特
有
の
課
題
に
対
す
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
国
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
な
い

か
。村

長
支
援
員
の
確
保
が
難
し
い
現
状
が

あ
り
、
各
集
落
か
ら
も
協
力
頂
き

な
が
ら
継
続
し
て
行
き
た
い
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
金
と
過
疎
債

を
充
て
て
お
り
、
増
額
に
つ
い
て
更
に
要
望

し
て
行
き
た
い
。

民
生
課
長
本
事
業
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
で
は
、

過
疎
債
を
３
０
０
万
円
、
県
特
別
豪
雪
地
帯

住
宅
除
雪
支
援
事
業
補
助
金
約
23
万
円
を
頂

き
今
後
も
増
額
要
望
し
た
い
と
思
う
。

　

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

質
問
昨
年
は
、「
栄
村
稲
作
農
家
支
援

交
付
金
」「
ふ
る
さ
と
納
税
農
業

支
援
寄
付
金
」
を
活
用
し
た
「
栄
村
水
稲
農

業
経
営
者
支
援
給
付
金
」を
給
付
さ
れ
た
が
、

今
後
の
農
業
・
農
家
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
な
の
か
。

　

今
年
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
農
業
支
援
寄
付

金
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
農
家

の
皆
さ
ん
を
支
援
さ
れ
る
の
か
。農
家
支
援
、

農
業
経
営
者
支
援
対
策
の
取
り
組
み
と
、
農

業
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
ふ
る
さ
と
納
税
も
な
か
な
か
伸
び

て
こ
な
い
状
況
だ
が
、
当
初
の
計

画
通
り
進
め
て
い
く
。
稲
作
農
家
支
援
交
付

金
と
し
て
、作
付
面
積
に
応
じ
た
支
援
金
と
、

稲
作
農
家
優
良
米
生
産
振
興
資
金
を
併
せ
て

計
画
し
て
い
る
。

　

農
産
物
の
生
産
復
興
事
業
と
し
て
、
苗
の

質
問
村
民
は
、
行
政
に
対
し
、
要
望
苦

情
が
あ
っ
て
も
役
場
に
申
し
出
る

の
は
、
躊
躇
し
が
ち
で
、
そ
れ
が
募
る
と
行

政
に
関
心
が
薄
れ
不
満
に
繋
が
る
。
村
民
の

個
人
宛
通
知
を
職
員
が
直
接
届
け
る
こ
と
に

よ
り
、
経
費
の
節
減
や
村
民
と
の
対
話
と
い

う
副
次
的
効
果
が
図
ら
れ
る
。
職
員
は
、
村

民
の
暮
ら
し
や
仕
事
を
理
解
す
る
た
め
に
、

積
極
的
に
集
落
、
地
域
に
入
り
、
業
務
に
当

た
っ
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
集
落
担
当
職
員

制
度
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長
簡
易
な
書
類
に
つ
い
て
職
員
が
関

係
宅
に
届
け
な
が
ら
、
会
話
の
機

会
を
得
る
こ
と
で
、
職
員
と
村
民
、
行
政
と

の
信
頼
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い

う
期
待
は
、
十
分
理
解
で
き
る
が
、
職
員
の

働
き
方
改
革
、
メ
ン
タ
ル
的
配
慮
や
村
民
に

も
対
話
が
苦
手
な
方
も
お
り
、
一
概
に
は
言

え
な
い
。
職
員
の
皆
さ
ん
と
も
十
分
な
検
討

村　長

村　長

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

職
員
の
皆
さ
ん
と
も

十
分
な
検
討
が
必
要
。

農
家
支
援
、農
業
経
営

者
支
援
対
策
、後
継
者

育
成
に
つ
い
て
。

職
員
の
村
民
と
の

対
話
促
進
を
。

桑
原
武
幸
議
員

保
坂
眞
一
議
員

農
業
・
農
家
支
援
に
つ
い
て

職
員
の
村
民
と
の
対
話
促
進
に
つ
い
て

道
踏
み
支
援
事
業
に
つ
い
て
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見
せ
る
こ
と
が
将
来
の
人
口
問
題
の
糸
口
に

繋
が
る
。

　

村
民
か
ら
提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
検
討
に
値
す
る
か
ど
う
か
庁
内
で
話
し

合
い
、
値
す
れ
ば
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質
問
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て

い
る
村
内
の
観
光
産
業
に
対
し
、

村
に
よ
る
緊
急
支
援
策
は
な
い
か
。
ま
た
村

民
福
祉
も
兼
ね
、
村
民
の
村
内
旅
行
に
対
す

る
助
成
事
業
は
で
き
な
い
か
。

村
長
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
い

る
が
、
村
外
か
ら
の
入
込
は
大
変

厳
し
い
状
態
に
あ
る
と
思
う
。
そ
う
し
た
中

で
、
過
日
、
国
か
ら
の
追
加
交
付
金
、
県
か

ら
の
支
援
交
付
金
が
示
さ
れ
て
い
る
。
で
き

る
だ
け
早
く
村
内
事
業
者
の
役
に
立
つ
よ
う

事
務
を
進
め
て
い
く
。

商
工
観
光
課
長
村
で
は
観
光
事
業
者

に
対
し
て
持
続
化
給

付
金
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。
国
の
支
援
で

は
月
次
支
援
金
、
県
で
は
そ
の
補
完
的
な
も

の
と
し
て
特
別
応
援
金
を
設
け
て
い
る
。

　

村
民
の
村
内
旅
行
に
対
す
る
助
成
事
業

は
、
村
民
同
士
に
よ
る
支
え
合
い
で
村
内
の

宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
場
合
、
宿
泊
料
の
一

部
を
補
助
す
る
方
法
と
思
う
。
宿
泊
し
た
村

民
と
、
も
て
な
し
た
宿
の
お
互
い
が
利
益
を

得
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
支
援
に
繋
が
る
。

感
染
症
の
動
向
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問
平
成
30
年
３
月
公
表
の
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

で
は
、
令
和
27
年
栄
村
の
人
口
は
８
３
３
人

に
な
る
。
一
方
、
全
国
で
２
０
１
５
年
か
ら

２
０
１
７
年
ま
で
の
３
年
間
で
、
栄
村
よ
り

人
口
の
少
な
い
10
の
自
治
体
が
人
口
を
増
や

し
て
い
る
。
飯
山
市
へ
は
過
去
３
年
間
で

３
５
６
人
以
上
の
人
が
移
住
し
て
い
る
。

　

村
の
人
口
減
少
問
題
に
対
し
て
、
宮
川
村

政
は
ど
う
認
識
し
、
ど
う
い
っ
た
姿
勢
で
い

る
か
。
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
は
あ

る
か
。

村
長
人
口
が
減
っ
た
と
か
、
高
齢
化
率

が
高
い
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
嘆
く
こ
と
な
く
、
農
村
な
ら
で
は
の
暮
ら

し
ぶ
り
が
真
の
豊
か
さ
の
原
点
に
近
づ
く
。

ま
ず
我
々
が
こ
の
地
で
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
村
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
。
我
々
が
そ
う
い
っ
た
姿
を

村　長
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
穏
や
か

に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
糸
口
に
繋
が
る
。

村
の
人
口
減
少
に
対
し
、

ど
う
認
識
し
、ど
う
い
っ

た
姿
勢
で
い
る
か
。

山
上
宏
晃
議
員

村
の
人
口
減
少
問
題
に
対
す

る
村
政
の
姿
勢
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
変
異
株
の
影
響
を
受
け
る

村
内
観
光
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

栄村議会全員協議会報告
◎令和３年４月から９月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で協議された
項目内容をお知らせします。

村長提出の全員協議会 行政上の重要問題等について村からの報告、説明、提案等に対し、
議員全員で協議するものです。

開 催 日 内　　　容

４月８日
㈭

◎　栄村公共施設個別施設計画について（総務課）
　　　村の財政負担の軽減、施設の効率的な利用を図るために、令和２年度に策定された栄村公共施

設個別施設計画の説明がありました。内容は、現在の公共施設の状況、令和３年度から令和８年
度までの間の更新、統廃合、長寿命化等の計画です。

　　―議員各位より―
　　　現在の村の財政力で、この計画に書かれてあることが実際にできるのか、もう少し踏み込んだ

議論が必要であり、今後審議会や作業部会でしっかり議論をし、関係地区の意見も聞きながら進
めていただきたい等の意見がありました。

◎　新型コロナワクチンの接種について（民生課）
　　　５月６日から65歳以上の方を対象に実施される第１回目の新型コロナワクチンの接種方法につ

いて説明がありました。
　　―議員各位より―
　　　ワクチンを打った後の副反応について、医師や看護師、保健師の万全の体制を取って対応され

たい等の意見が出されました。
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開 催 日 内　　　容

４月８日
㈭

◎　栄村議会会議規則の一部改正について
　　　議員活動と家庭生活との両立支援、男女の議員が活動しやすい環境を図るため、育児、介護等

の欠席事由の整備、請願者への利便性に配慮し、押印の義務付けを廃止し、署名又は記名押印に
改める等の一部改正について承認されました。

◎　今後の予定について
　・５月議会全員協議会　５月21日㈮

５月21日
㈮

◎	 津南地域衛生施設組合のごみ処理施設について
　　　津南地域衛生施設組合のごみ処理施設が老朽化により、施設の更新が検討されていることにつ

いて、分解処理施設の視察を近く実施する予定であるとの報告がありました。

◎	 希少動植物保護の条例制定について
　　　山形県の大

おお

石
いし

田
だ

町
まち

ではギフチョウ及びヒメギフチョウの保護に関する条例が制定されており、
栄村でもこれを参考に条例を制定し、希少動植物の保護を図りたいという提案があり、今後の全
協で検討することとなりました。

６月14日
㈪

◎	 希少動植物の保護・保全について
　　　栄村の希少動植物の調査員である涌井調査員、広瀬調査員から、これまでの２年間の調査に基

づく、ギフチョウを始めとする希少動植物の生息状況等の報告と、ギフチョウを卵から育て放蝶
を実践している長谷川氏から、活動の取り組みを説明していただき、現状の課題と今後の保護条
例等作成の必要性を確認しました。

◎	 苗場山麓ジオパーク振興協議会委員、建設課関係同盟会委員の選任について
　　以下のとおり各委員を選任。
　　・苗場山麓ジオパーク振興協議会　　　　　　　 　山上宏晃
　　・一般国道117号整備期成同盟会　　　　　　　　　上倉敏夫、松尾 眞
　　・北信地域千曲川等改修促進期成同盟会　　　　 　上倉敏夫、松尾 眞
　　・北信地区縦断県道網整備促進期成同盟会　　　 　上倉敏夫、松尾 眞
　　・国道405号未供用区間開設促進期成同盟会　　　　上倉敏夫、松尾 眞
　　・一般国道353号十二峠新トンネル開削期成同盟会　上倉敏夫
　　・県道秋山郷宮野原亭線改良促進期成同盟会　　 　上倉敏夫、松尾 眞、桑原武幸、相澤博文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　山上宏晃、魚田清美
　　・県道長瀬横倉停線改修期成同盟会　　　　　　 　上倉敏夫、松尾 眞、保坂良徳
　　・秋山郷国道整備促進期成同盟会　　　　　　　 　山上宏晃、魚田清美、相澤博文

７月７日
㈬

◎	 今後の予定について
　・８月全員協議会　８月６日㈮

◎	 その他
　・希少動植物の保護に関する基本的な考えについて提案があり、今後の検討事項となりました。
　・次期議員のあり方、報酬や定数について研究が必要であるという提案がありました。

議長提出の全員協議会 議会の計画や課題について議員全員で協議する場です。基本的に
月一回開くことにしています。
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開 催 日 内　　　容

８月６日
㈮

◎　今後の予定について
　・９月定例会　９月３日～13日　　議会運営委員会　８月26日

◎	 その他
　・	総務課長より、栄村総合振興計画後期基本計画の策定スケジュールが示され、12月議会に上程の

予定。
　・	東京首都圏を中心にコロナ感染の拡大が止まらない状況にあり、これからお盆を迎えるにあたり、

帰省客が想定されることから、チラシや告知放送による感染防止を徹底するように民生課長に依
頼しました。

９月３日
㈮

９月９日
㈭

◎	 豪雪地帯対策特別措置法の改正に関する意見書の提出について
　　　特別豪雪地帯の基幹道路の整備、公立小中学校等の施設等の整備を促進するための豪雪地帯特

別措置法第14条及び第15条の特別措置の更なる10か年の期間延長と、雪処理の担い手の確保等豪
雪地帯特有の課題に対して、交付金や基金等による財政支援制度を創設するなどを要望する意見
書を、議員発議で国へ提出することを確認しました。

◎	 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について
　　　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、社会保障関係経費が増大する現状を踏

まえ、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう十分な総額を確保すること、また新型コ
ロナウイルス感染症緊急経済対策としての固定資産税等の特例措置は、本来国庫補助金等で対応
すべきものであり、一定の期限で確実に終了すること等を要望する意見書を、議員発議で国へ提
出することを確認しました。

◎	 特別豪雪地帯指定市町村議会総会議題について
　　栄村の豪雪対策として下記の事項を県に要望、陳情することを確認しました。
　１）県道秋山郷森宮野原停線の改良と通年施行について
　　・五宝木～極野間の未改良区間の早期改良　
　　・長瀬～笹原間の法面のスノーシェッド等による恒久対策
　２）県道長瀬横倉停線の改良について
　　・長瀬～原向間の狭隘箇所の改良促進
　　・長瀬～老人福祉センター間、県境付近の改良促進
　３）国道117号線の冬期対策について
　　・平滝地籍の無散水融雪工の整備促進
　　・平滝地籍の冬期歩道確保対策

◎	 今後の予定
　・10月全員協議会　10月18日㈪
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栄
村
議
会
の
議
会
報
が
昭
和
46
年
10

月
創
刊
以
来
50
年
を
過
ぎ
、
本
年
９
月

議
会
で
２
０
０
号
発
刊
を
迎
え
ま
し

た
。
村
民
の
皆
様
に
は
半
世
紀
に
わ
た

り
栄
村
議
会
報
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
口
に
50
年
と
言
い
ま
し
て
も
栄
村

の
歴
史
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

第
１
号
が
発
刊
さ
れ
た
昭
和
46
年
当

時
、
村
長
は
市
川
和
雄
氏
、
議
長
は
保

坂
益
男
氏
（
月
岡
）、
議
員
数
18
名
で

し
た
。
人
口
は
４
，
３
０
２
人
（
８
月

１
日
）。

　

こ
の
年
は
、
９
月
に
暮
坪
集
落
の
集

団
移
住
閉
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
11

月
に
は
、
当
時
の
庁
舎
の
隣
（
現
庁
舎

の
国
道
側
駐
車
場
辺
り
）
に
地
上
３
階

建
て
で
、
大
会
議
室
、
小
会
議
室
、
研

修
宿
泊
施
設
、
教
育
娯
楽
室
、
図
書
資

料
室
な
ど
15
室
を
も
つ
総
合
セ
ン
タ
ー

「
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
」（
村
民
会
館
）

の
着
工
が
決
ま
り
、
翌
昭
和
47
年
10
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

３
億
５
，
４
０
０
万
円
で
、
特
別
会
計

予
算
は
７
，９
３
１
万
６
千
円
で
し
た
。

　

第
50
号
が
発
刊
さ
れ
た
昭
和
59
年
12

月
、
村
長
は
広
瀬
豊
勝
氏
、
議
長
は
樋

口
久
直
氏
（
月
岡
）、
議
員
数
は
16
名

で
し
た
。
翌
昭
和
60
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
人
口
は
３
，
２
８
４
人
で
し
た
。

　

こ
の
年
は
、７
月
に
東
部
小
学
校（
現

長
瀬
団
地
）
の
改
築
工
事
起
工
式
が
行

わ
れ
、
翌
昭
和
60
年
３
月
新
築
落
成
と

な
り
ま
し
た
。

　

議
会
の
傍
聴
者
が
少
な
く
、
当
時
の

過
去
６
年
間
の
年
平
均
が
14
・
３
人
で

し
た
。
ち
な
み
に
令
和
２
年
の
年
間
傍

聴
者
は
１
３
７
人
で
、
過
去
６
年
間
の

平
均
が
１
１
９
・
３
人
で
す
。
村
民
の

皆
様
の
議
会
へ
の
関
心
度
が
伺
わ
れ
ま

す
。
本
当
に
お
忙
し
い
中
議
会
へ
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

20
億
９
，
８
４
８
万
５
千
円
で
、
特
別

会
計
予
算
は
５
億
６
，
８
６
８
万
６
千

円
で
し
た
。

　

第
１
０
０
号
が
発
刊
さ
れ
た
平
成
９

年
５
月
、
村
長
は
髙
橋
彦
芳
氏
、
議
長

は
半
藤
長
四
郎
氏
（
白
鳥
）
で
し
た
が
、

４
月
に
村
議
選
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に

福
原
孝
平
氏
（
小
赤
沢
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
数
は
16
名
で
し
た
。
人

口
は
２
，
９
０
４
人
（
５
月
１
日
）。

　

前
年
の
平
成
８
年
12
月
に
「
さ
か
え

倶
楽
部
ス
キ
ー
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

平
成
９
年
12
月
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
完

成
、
平
成
10
年
１
月
か
ら
ナ
イ
タ
ー
営

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
年
は
、
11
月
30
日
に
公
募

に
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
14
名
の

女
性
の
方
に
よ
る
「
女
性
１
日
議
会
」

が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
70
名
の

方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
北
野
天
満
温
泉
「
学
問

の
湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

46
億
９
，
８
０
０
万
円
で
、
平
成
８
年

度
当
初
予
算
52
億
８
，
６
０
０
万
円
に

迫
る
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
特
別

会
計
予
算
は
11
億
４
，
７
８
５
万
円
で

し
た

　

平
成
16
年
５
月
に
発
刊
さ
れ
た
議
会

報
第
１
２
８
号
か
ら
「
広
報
さ
か
え
」

内
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
５
０
号
が
発
刊
さ
れ
た
平
成
21

年
11
月
、
村
長
は
島
田
茂
樹
氏
、
議
長

は
赤
津
安
正
氏
（
長
瀬
）、
議
員
数
は

12
名
で
し
た
。
人
口
は
２
，
３
５
６
人

（
11
月
１
日
）。

　

こ
の
年
は
、
２
月
に
「
に
ほ
ん
の
里

１
０
０
選
」に
栄
村
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

７
月
に
は
、
高
円
宮
妃
殿
下
が
来
村
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

28
億
５
，
７
０
０
万
円
で
、
特
別
会
計

予
算
は
９
億
５
，６
９
７
万
円
で
し
た
。

　

そ
し
て
令
和
３
年
11
月
、
第
２
０
０

号
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
２
５
０

号
、
３
０
０
号
と
栄
村
議
会
報
が
末
永

く
続
き
ま
す
よ
う
に
、
村
民
の
皆
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�

（
栄
村
議
会
報
編
集
委
員
一
同
）

栄村議会報第１号

栄村議会報第50号

栄村議会報第100号

栄村議会報第150号

編
集
後
記

祝
・
発
刊
２
０
０
号
！
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９
月
18
日
㈯
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
苗
場
の

駐
車
場
に
お
い
て
、
案か

山か

子し

づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
考
案
し
た
福
原
直
樹
さ
ん

（
小
赤
沢
）
に
お
話
を
伺
う
と
、「
案
山
子

づ
く
り
は
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、
本
当
の

目
的
は
、
秋
山
の
方
た
ち
が
集
い
、
い
ろ

い
ろ
な
話
が
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
住
民
が
集
ま

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
住
民
の
共

通
課
題
で
あ
る
鳥
獣
被
害
を
取
り
上
げ
、

仲
間
と
共
に
案
山
子
づ
く
り
を
企
画
。
し

か
し
、
今
年
に
入
っ
て
鳥
獣
被
害
が
減
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
参
加
者
は
仲
間
し

か
集
ま
ら
ず
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
か
と
悩
ん
で

い
ま
し
た
。

　

直
樹
さ
ん
は
、
今
年
4
月
に
立
ち
上
が

っ
た
秋
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
地
域
振

興
部
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
10
年
先

の
こ
と
を
考
え
て
、
今
の
ま
ま
で
良
い
の

か
な
と
思
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

秋
山
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
人
が
増
え
る
か
を
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
老
若
男
女
問
わ
ず
秋

山
住
民
が
集
い
、
こ
れ
か
ら
の
秋
山
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
え
る
よ
う
な
場
を
作
り

た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
で
必
要
な
こ
と

は
、
男
性
だ
け
で
な
く
、
女
性
も
若
者
も

子
ど
も
も
高
齢
者
も
、
誰
も
が
話
し
や
す

い
場
や
環
境
が
あ
る
か
が
重
要
な
カ
ギ
を

握
り
ま
す
。
住
民
が
集
い
、
気
軽
に
話
し

合
え
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し
て

い
る
秋
山
地
区
有
志
の
皆
さ
ん
。
案
山
子

づ
く
り
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
秋

山
地
区
に
対
す
る
思
い
と
、
10
年
後
を
描

き
、
そ
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
行
動
す
る
姿
は
、
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
が
集
い
や
す
い
場
所
に
椅
子
や
机

を
置
く
こ
と
や
、
技
や
知
恵
、
遺
跡
と
い

っ
た
地
域
資
源
に
光
を
当
て
る
活
動
等

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
栄
村
公
民
館
で
は
、
今
後
も
秋
山

地
区
の
動
き
に
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

みんなが集うきっかけをつくりたい
～秋山地域づくり協議会　案山子づくり～
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こ
ら
っ
せ
通
信

お
か
げ
さ
ま
で
1
0
，0
0
0
人

　

5
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
栄
村
公
民

館
こ
ら
っ
せ
。
10
月
2
日
㈯
に
来
館
者

が
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
近
隣
市
町
村
の
公
民
館
の

皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
達
成
し
ま

し
た
。
一
万
人
を
記
念
し
、
何
か
お
祝

い
の
品
を
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
間

に
合
わ
ず
残
念
で
し
た
。

縄
文
+
カ
ー
ド
で
来
館
者
増

　

9
月
か
ら
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
企
画
「
長
野
県
の
博
物
館
を
め

ぐ
っ
て
縄
文
カ
ー
ド
を
集
め
よ
う
！
」

が
実
施
さ
れ
、
こ
ら
っ
せ
で
も
10
種
類

の
カ
ー
ド
の
う
ち
1
枚
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
縄
文
人
気
と
カ
ー
ド
収
集
人
気

で
週
末
を
中
心
に
県
内
外
か
ら
来
館
者

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

保
全
活
動
再
開
準
備

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
を
自
粛
し
て

い
た
文
化
財
保
全
活
動
が
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
活
動
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
気
に
な
る
収
集
品

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
10
年
3
月
に
発
行
さ
れ
た
婦
人

ク
ラ
ブ
3
月
号
の
付
録
で
す
（
写
真

左
）。
保
存
状
態
が
良
く
新
品
同
様
で

す
。
月
岡
の
市
川
元
村
長
の
お
宅
の
土

蔵
か
ら
保
全
し
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
10
年
と
い
え
ば
都
会
で
あ
っ
て

も
お
金
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
手
に
入
る

と
い
う
時
代
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の

を
何
で
も
最
後
ま
で
使
い
切
る
。
工
夫

し
て
長
持
ち
さ
せ
る
。
無
駄
の
な
い
も

の
選
び
を
す
る
等
、
並
々
な
ら
ぬ
暮
ら

し
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
が
、全
く
今
の
飽
食
の
世
の
中
で
、

使
い
捨
て
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、
こ

こ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
の
た
と
え
百
分

の
一
で
も
気
持
ち
を
寄
せ
て
、
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
世
の
中
変
わ
る
気

が
し
ま
し
た
。

　

こ
ら
っ
せ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ひ
ん
ご
遺
跡
の
住
居
跡
復
元

　

平
滝
の
ひ
ん
ご
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

縄
文
時
代
の
住
居
は
、
現
在
こ
ら
っ
せ

南
側
の
県
道
沿
い
で
の
復
元
作
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
作
業
に
携
わ
っ

た
方
に
復
元
作
業
を
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、
発
掘
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

ま
た
、
縄
文
人
の
気
持
ち
を
考
え
な
が

ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
永
く
眠
っ
て
い

た
縄
文
時
代
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
村

内
初
の
屋
外
展
示
と
な
り
ま
す
。
11
月

中
旬
頃
に
は
完
成
予
定
で
す
の
で
、
ひ

ん
ご
遺
跡
の
土
器
と
共
に
、
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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豊
か
な
暮
ら
し
な
の
だ
ろ
う
と
、
こ
の

時
心
底
実
感
し
ま
し
た
。

「
食
」を
自
給
す
る
と
い
う
こ
と

　

人
は
お
金
が
豊
富
に
あ
っ
て
も
、
食

べ
る
も
の
が
な
け
れ
は
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
10
年
を
振
り

返
っ
て
み
て
も
、
便
利
に
作
ら
れ
た
都

市
部
に
お
い
て
、
大
雪
や
震
災
、
コ
ロ

ナ
等
被
災
時
に
は
、
食
料
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
報
道
を

多
く
見
か
け
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
豪
雪
に
よ
る
国
道

4
0
5
号
線
の
閉
鎖
や
平
成
23
年
3
月

12
日
、
長
野
県
北
部
地
震
の
際
、
冬
に

備
え
て
蓄
え
て
い
る
野
菜
が
あ
っ
た
た

め
、
食
べ
る
も
の
に
困
ら
な
か
っ
た
と

い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
被
災
時

の
こ
と
を
思
う
と
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
栄
村
の
気
候
に
合
わ

せ
た
畑
づ
く
り
と
、
冬
に
備
え
て
蓄
え

る
技
術
を
継
承
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。田

舎
暮
ら
し
へ
の
高
ま
り

　

近
年
、「
農
あ
る
暮
ら
し
」
や
「
半

農
半
Ⅹ
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
長
野
県
で
も
、「
信
州
農
あ

る
暮
ら
し
」
と
し
て
、
家
庭
菜
園
を
は

じ
め
、
半
農
半
Ｘ
（
会
社
勤
め
や
自
営

業
な
ど
の
仕
事「
半
Ｘ
」に
農
業「
半
農
」

を
組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
）、
定
年

帰
農
（
定
年
退
職
後
農
業
を
始
め
る
ス

タ
イ
ル
）、
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
等
、「
農
」

に
携
わ
っ
た
暮
ら
し
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　

荒
廃
地
を
防
ぐ
こ
と
や
農
業
を
継
続

す
る
と
い
う
目
的
も
含
み
な
が
ら
、
Ｉ

タ
ー
ン
誘
致
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組

み
と
い
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま

ん
延
し
て
以
来
、
田
舎
へ
の
移
住
を
考

え
る
人
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
前
回
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介

し
ま
し
た
が
、そ
う
し
た
方
の
中
に
は
、

栄
村
の
暮
ら
し
と
農

　

９
月
末
、「
お
ま
え
た
（
あ
な
た
た

ち
）　

へ
ぇ
（
も
う
）　

終
わ
ら
せ
た
か

ぇ
？
」
そ
ん
な
挨
拶
が
栄
村
中
で
行
き

交
い
ま
す
。
挨
拶
代
わ
り
に
、
稲
刈
り

が
終
わ
っ
た
か
を
聞
き
合
っ
て
い
る
の

で
す
が
、「
何
を
」
の
部
分
が
な
く
て

も
通
じ
て
し
ま
う
栄
村
は
、
多
く
の
人

が
共
通
し
て
米
作
り
を
行
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
挨
拶
で
す
。

　

稲
作
だ
け
で
な
く
、「
お
ま
え
た　

ナ
ス
は　

な
よ
ん
（
ど
ん
な
様
子
に
）

な
っ
た
？
」
と
畑
の
様
子
を
聞
き
合

い
、
今
年
は
ど
こ
で
も
ナ
ス
の
成
り
が

悪
い
、
ね
ぎ
の
成
り
が
悪
い
と
作
物
の

様
子
か
ら
今
年
の
気
候
に
つ
い
て
語
る

姿
も
多
く
見
か
け
ま
す
。

　

栄
村
の
多
く
の
方
は
自
家
用
野
菜
を

育
て
る
「
せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
」
を
持
ち
、

自
給
自
足
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
方
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
へ
行
け
ば
一
年
中
緑
の
野

菜
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
必
要

な
野
菜
を
必
要
な
分
だ
け
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
現
代
で
す
が
、
自
然
災

害
に
よ
っ
て
、
日
本
各
地
の
多
く
の
農

家
が
被
災
す
る
と
、
野
菜
は
驚
く
ほ
ど

高
騰
し
ま
す
。
実
際
に
、
8
月
か
ら
の

天
候
不
良
に
よ
り
、
今
年
9
月
中
旬
頃

に
は
、
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
る
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
値
段
は
一
束
3
0
0
円
前

後
と
高
騰
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
少
し
後
に
な
り
ま
す
が
、

10
月
頃
、
食
べ
き
れ
な
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
を
片
手
に
、
隣
近
所
の
畑
を
見
な
が

ら
貰
い
手
は
い
な
い
か
と
集
落
内
を
歩

き
回
る
村
民
の
姿
を
見
か
け
、
な
ん
て

一
石
を
投
じ
る

農
あ
る
暮
ら
し
を考え

る
平成30年 自然学校稲刈り

平成24年春（屋敷）
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自
然
の
営
み
の
中
で
の
暮
ら
し
を
希
望

す
る
方
が
多
く
、
栄
村
の
よ
う
な
、
自

給
自
足
の
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
を
抱
く

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

安
心
・
安
全
な
食

　

近
年
の
調
査
で
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
系
農
薬
使
用
量
の
多
い
国
は
、
自
閉

症
や
広
汎
性
発
達
障
害
患
者
数
が
多
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
や
、
グ

リ
フ
ォ
サ
ー
ト
の
含
ま
れ
る
除
草
剤
に

発
が
ん
物
質
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
有
機
野
菜
に
注
目
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
年
6
月
、
公
民
館
で
は
、
菌
ち
ゃ

ん
フ
ァ
ー
ム
を
営
む
吉
田
俊
道
先
生
を

お
招
き
し
、
微
生
物
が
豊
富
に
含
ま
れ

た
土
づ
く
り
と
そ
の
野
菜
の
持
つ
力
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
30
名
を

超
え
る
多
く
の
村
民
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
食
に

関
心
の
あ
る
、
30
代
を
中
心
と
し
た
グ

ル
ー
プ
（
主
に
女
性
）「
栄
村
の
給
食

を
考
え
よ
う
の
会
」
が
誕
生
し
、
映
画

会
の
上
映
や
菌
ち
ゃ
ん
畑
の
実
演
実
験

（
公
民
館
と
共
催
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
都
市
部
だ
け

で
な
く
、
村
内
に
お
い
て
も
安
心
安
全

な
食
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
す
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
村
民
の

多
く
が
自
家
用
野
菜
や
米
を
栽
培
し
て

お
り
、
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
を
畑
の
肥
や

し
に
し
て
し
ま
う
ほ
ど
食
が
豊
か
で

す
。
春
に
な
れ
ば
自
然
と
山
菜
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
農
地
も
作
り
切
れ
な
い

ほ
ど
持
て
余
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
家
族
が
食
べ
る
野
菜
は
、

出
荷
す
る
も
の
と
は
違
い
、
形
や
色
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
村
民
と
話
し
を
す
る
中

で
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
子
ど
も
や

孫
、
ひ
孫
が
食
べ
る
か
ら
農
薬
は
使
わ

　

こ
れ
か
ら
食
料
危
機
に
突
入
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
農
あ
る

暮
ら
し
を
営
み
、
食
を
自
給
す
る
技
と

知
恵
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
栄
村
暮
ら
し
の
魅
力
に
つ
な
が
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
い
、
と
い
う
こ
と
。
自
家
用
野
菜
で

の
こ
だ
わ
り
は
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
、
と
い
う
と
こ
ろ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
中
で
、
雪
消

え
と
共
に
畑
に
顔
を
出
す
青
菜
、
ナ
ス

や
キ
ュ
ウ
リ
が
な
る
ま
で
と
育
て
ら
れ

た
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
10
月
ま
で
実
ら
せ

て
い
る
き
ゅ
う
り
、時
期
を
ず
ら
し
て
撒

か
れ
た
青
菜
と
、
雪
が
消
え
て
か
ら
積

も
る
ま
で
、
何
か
し
ら
の
作
物
を
収
穫

で
き
る
よ
う
に
畑
を
作
る
村
民
の
技
と

知
恵
は
栄
村
の
宝
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
技
が
あ
る
こ
と
に
自
信
を

も
っ
て
も
ら
え
た
ら
…
、
こ
う
し
て
育

て
ら
れ
た
余
剰
分
が
必
要
と
し
て
い
る

人
の
手
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら

…
、
こ
う
し
た
技
を
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
た
ら
…
。

菌ちゃん講演会にて

栄
村
の
暮
ら
し
と

せ
っ
つ
ぇ
も
ん
畑
の
可
能
性

秋の収穫

さかえスポーツクラブ主催

　10月24日㈰、気持ちの良い秋晴れの
中、２歳から70歳の65名が参加した歩
け歩け大会。スタッフ含め80名を超え
る村民で、R４年度から始まる堤防工
事を前に、現在の百合居地区の風景を
楽しみながら、皆さん笑顔で参加され
ていました。スポーツクラブの皆さん、
堤防の草刈りから当日まで、ありがと
うございました！

第12回
栄村歩け歩け大会開催!!
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て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

梵
鐘
は
型
作
り
か
ら
鋳
造
、
仕
上
げ
ま
で

数
ヶ
月
か
か
る
と
い
い
ま
す
。
定
書
に
あ
る

完
成
期
日
は
契
約
締
結
か
ら
始
め
て
五
月
の

そ
の
頃
ま
で
と
い
う
約
束
で
し
ょ
う
。
そ
れ

ま
で
の
日
々
を
鋳
物
司
た
ち
は
箕
作
村
に
滞

在
し
、
住
民
の
目
前
で
梵
鐘
造
り
を
し
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
原
山
遺
跡
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
梵
鐘
の
鋳
込
み
に
檀
家
が
立
ち
会
い

浄
財
や
か
ん
ざ
し
等
を
炉
に
投
入
す
る
風
習

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
当
時
の
箕
作
村

の
ど
こ
か
に
据
え
ら
れ
た
作
業
場
で
も
、
い

よ
い
よ
湯
入
れ
の
時
に
は
常
慶
院
の
住
職
や

大
勢
の
檀
家
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

朝
夕
が
だ
い
ぶ
冷
え
込
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
。
夕
闇
に
背
中
を
押
さ
れ
る
季

節
の
暮
れ
六
つ
の
鐘
は
、「
夕
焼
け
小

焼
け
」
の
歌
と
と
も
に
秋
の
イ
メ
ー
ジ

を
表
す
ア
イ
テ
ム
で
す
。
そ
れ
に
、
あ

と
二
ヶ
月
も
す
れ
ば
除
夜
の
鐘
を
搗
く

時
期
で
す
の
で
、
今
回
は
梵
鐘
の
お
話

し
を
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
梵
鐘
の
製

作
を
注
文
し
た
古
文
書
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

書
（
取
決
め
書
）
を
作
り
ま
し
た
。
造
る
鐘

の
大
き
さ
は
口
径
が
二
尺
二
寸
（
六
六
セ

ン
チ
）、
銅
百
二
十
貫
（
四
五
〇
キ
ロ
）・

真
鍮
二
十
貫
（
七
五
キ
ロ
）・
錫
五
貫
（
約

一
九
キ
ロ
）、そ
れ
に
土
丹
三
貫
五
百
匁
（
約

一
三
キ
ロ
）
を
使
う
こ
と
、
今
年
の
五
月
十

日
か
ら
十
四
、五
日
ま
で
の
間
に
完
成
さ
せ

る
こ
と
、
と
い
う
釣
鐘
の
仕
様
が
書
か
れ
、

次
に
作
料
（
制
作
費
・
手
間
賃
）
と
諸
道
具
、

往
復
の
費
用
は
乾
字
金
（
宝
永
小
判
）
で
九

両
と
し
、
完
成
時
に
払
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
必
要
な
道
具
は
す
べ
て
箕
作
村
ま
で
持

参
し
て
も
ら
う
が
「
た
た
ら
板
」
な
ど
木
道

具
と
燃
料
は
此
方
（
お
そ
ら
く
島
田
家
）
で

用
意
す
る
こ
と
、
此こ

ち
ら方

で
は
取
決
め
以
外
の

費
用
を
負
担
し
な
い
約
束
で
あ
る
と
し
、
残

っ
た
銅
は
堰
・
湯
口
（
鋳
型
に
銅
を
流
し
込

む
注
ぎ
口
と
流
路
）
の
部
分
ま
で
残
ら
ず
此

方
で
受
け
取
る
、
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

鐘
の
材
料
は
銅
と
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
（
銅
・
亜
鉛
の
合

金
）
と
錫す

ず

な
の
で
青
銅
の
よ
う
で
す
が
、
現

在
の
標
準
的
な
青
銅
に
く
ら
べ
銅
の
割
合
が

大
き
い
よ
う
で
す
。
文
書
に
は
釣
鐘
と
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
尺
七
寸
（
約
五
六
セ
ン

チ
）
以
上
は
梵
鐘
、
以
下
の
も
の
を
半
鐘
と

い
う
そ
う
な
の
で
、
造
っ
た
の
は
梵
鐘
で

す
。
そ
し
て
鐘
の
納
め
先
は
箕
作
の
常
慶
院

と
思
わ
れ
ま
す
。
島
田
家
文
書
に
は
「
梵
鐘

撤
去
之
誌
」
と
い
う
戦
時
中
に
常
慶
院
の
鐘

を
供
出
し
た
時
の
記
録
が
あ
り
、
寺
に
は
か

つ
て
享
保
四
年
に
島
田
家
が
鋳
造
寄
進
し
た

鐘
が
あ
っ
た
が
い
つ
頃
か
に
破
損
し
、
明
治

三
十
八
年
に
当
時
の
島
田
家
当
主
が
改
鋳
し

て
掛
け
直
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
供
出

さ
れ
た
二
つ
の
梵
鐘
は
い
ず
れ
も
越
後
高
田

（
現
上
越
市
）
の
鋳
物
師
に
よ
る
も
の
、
享

保
四
年
作
の
梵
鐘
も
越
後
柏
崎
の
も
の
で

す
、
ち
な
み
に
大
久
保
鋳
物
は
近
世
に
越
後

の
鋳
物
市
場
を
席
巻
す
る
勢
い
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

今
は
工
房
で
鐘
を
造
っ
て
寺
ま
で
届
け
る

の
が
当
た
り
前
で
す
が
、
享
保
四
年
の
定
書

で
は
鋳
物
司
を
箕
作
村
ま
で
呼
び
寄
せ
て
い

ま
す
。
鋳
物
司
の
仕
事
に
は「
居
職
」と「
出

職
（
出
吹
き
）」
が
あ
り
、
出
職
で
は
職
人

が
素
材
や
工
具
を
持
参
し
、
現
地
側
は
人
手

と
粘
土
や
燃
料
な
ど
を
用
意
す
る
も
の
と
い

わ
れ
ま
す
。
鋳
物
師
の
方
で
銅
な
ど
の
素
材

を
用
意
す
る
の
は
彼
ら
が
原
料
の
買
入
れ
に

も
関
わ
っ
て
い
た
た
め
ら
し
い
で
す
が
、
常

慶
院
の
事
例
で
は
素
材
を
島
田
家
で
調
達
し

て
い
ま
し
た
。

　

出
職
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
中
世
・
近
世
の

梵
鐘
鋳
造
遺
構
が
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
例
を
紹
介
す
る
と
、
新
潟
県
糸
魚
川

市
の
原
山
遺
跡
の
江
戸
時
代
の
鋳
造
遺
構
で

は
地
面
を
掘
り
込
ん
で
梵
鐘
の
鋳
型
を
据

え
、地
上
の
平
ら
な
と
こ
ろ
に
「
こ
し
き
炉
」

と
い
う
筒
を
立
て
た
よ
う
な
形
の
炉
と
鞴
を

設
置
し
、
高
低
差
を
使
っ
て
溶
け
た
銅
を
型

に
流
し
込
む
方
法
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
箕

作
地
区
に
も
ど
こ
か
に
当
時
の
遺
構
が
眠
っ

　

今
か
ら
三
百
年
前
の
享
保
四
年
（
一
七
一

九
）
正
月
二
十
二
日
に
、
箕
作
村
の
島
田
三

左
衛
門
が
越
後
国
刈
羽
郡
大
窪
村
（
現
柏
崎

市
大
久
保
）
の
鋳
物
司
・
八
郎
兵
衛
お
よ
び

新
左
衛
門
に
釣
鐘
造
り
を
頼
む
に
あ
た
り
定

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十
七

『
常
慶
院
の
梵
鐘
』

し
ょ
う

ぼ
ん

釣
錫
造
り
の
定
書
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新着図書の紹介
一般・実用 他
夜叉神川（安東みきえ）／ぼく モグラ キツネ 馬（チャーリー・マッケジー） ／変な家（雨穴）
テスカトリポカ（佐藤 究）／硝子の塔の殺人（知念実希人） ／兇人邸の殺人（今村昌弘）
透明な螺旋（東野圭吾）／九十八歳。戦いやまず日は暮れず（佐藤愛子） ／狐色のマフラー（赤川次郎）
未来（湊 かなえ）／機龍警察 白骨街道（月村了衛） ／民王 シベリアの陰謀 （池井戸 潤）
神よ憐れみたまえ（小池真理子） ／犬のかたちをしているもの（高瀬隼子）／霧をはらう（雫井修介）
星落ちて、なお（澤田瞳子） ／貝に続く場所にて（石沢麻依）／水たまりで息をする（高瀬隼子）
改良（遠野 遥） ／犬のかたちをしているもの（高瀬隼子）／霧をはらう（雫井修介） 
ヴァイタル・サイン（南 杏子）／心臓に針を（佐伯琴子）／二人の嘘（一雫ライオン）
月に３冊、読んでみる？（酒井順子）／りなてぃの一週間3500円献立 2（RINATY）

「自分だけの答え」が見つかる 13歳からのアート思考（末永幸歩）
あなたはあなたが使っている言葉でできている（ゲイリー .ジョン.ビショップ）
10年かかって地味ごはん。−料理ができなかったからこそ伝えられるコツがある（和田明日香）
おしゃれ防災アイデア帖 日々の暮らしに馴染み、“もしも”の時は家族を守る70の備え（Misa）
認知症世界の歩き方（筧 裕介）

えほん
まじょまつりにいこう（せなけいこ）
いもいもほりほり（西村敏雄）
ぼくのつくりかた（たけうちちひろ）

　今月から村内移動図書始まります！日程は別紙巡回表をごらんください。冬の間、興味の
ある本を手に取ってみてはいかがですか。最初は１日１ページから！今年は図鑑なども積ん
で巡回する予定です！

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

★栄村図書室休館日★
12月25日㈯、26日㈰　　
12月29日㈬～１月３日㈪
１月８日㈯～１月10日㈪

年末年始はお休みが多くご不便をおかけします。

　栄村公民館図書室では土日の午前中、図書室
を開けてくださるボランティアさんを募集して
います。
　１～２か月に１度の当
番です。お問い合わせは
栄村教育委員会事務局
☎87-3118までお願いし
ます。

図書ボランティア募集中！
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おおきく
な〜れ

髙橋優
ゆう

豪
ごう

さん（１８歳）　青倉
　こんにちは｡ 髙橋優豪です｡
　何を書けばいいのか悩みましたが、僕が中学の
時からやっている陸上競技で是非皆さんに観て頂
きたい種目を紹介します｡ それは…「3,000ｍ障害」
です！ほとんどの人が初めて聞いた種目だと思い
ます｡ この種目は3,000ｍを走りつつ､ 障害物を
35回超えなくてはいけないとてもハードな種目で
す｡ この種目の魅力は障害物の中に
水
すい

濠
ごう

という水を張ってある所がある
のですが､ そこに水しぶきをあげて
選手が走っていく時の迫力です！
　是非１度観てみてください！

虫が大好き！
幸
こう
祐
すけ

くん（２歳・右）

ピアノの先生になりたい！
菜
な
々
な
子
こ

ちゃん（５歳・中央）

看護師になってお母さんと
一緒に働きたい

佳
か
菜
な
子
こ

ちゃん（４歳・左）

①栄村を選んだ理由はなんですか？
　薬剤師として地域医療に興味があり、開局するのであれば『無薬局村地
域』で仕事がしたいと考え、東京圏から近い長野県栄村へやってきました。
長野県創業サポートセンターとの相談の中で、社会性という視点だけでな
く、ビジネスを継続させるための視点を持つようアドバイスを受け、ソー
シャルビジネスの観点から栄村で仕事をしてみたいと思いました。

②栄村は豪雪地ですが、不安はありませんか？
　比較的、前向きに生きることが好きな人間ですので、どんなことにも不
安がつきものだと考えています。豪雪地での暮らしは、これからの不安の
ひとつではありますが、それよりも小学５年生の娘と共に、家事・仕事の
両立がうまくできるのかという不安の方が今は大きいかもしれません。暮
らしやすさを追求する都会で、人工物に囲まれた生活をしていた自分にとっては、自然の摂理を体験しな
がらの暮らしが、自分自身の考えや感覚を良い意味で変えてくれる機会と捉えています。

③これからどんな暮らしをしていきたいですか？
　創業前から村民の皆さんに助けていただき、感謝しかありません。そのような面倒見の良い人たちが暮
らす栄村ですから、この地に様々な『住めば都』があるのではないかと思っています。わたしは新参者で
すので、今後の暮らしを具体的に想像することはできませんが、一日でも早く皆さんに栄村の一員として
認めていただけるようになれたらと思っています。

３人仲良く元気に成長してほしいです。
森川 大

たかし
さん、美寿々さん（雪坪）

ようこそ栄村へ

鈴木貴
たか

詞
し

さん（長瀬）

※森に薬局を開業しました！
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こ
の
時
季
に
な
る
と
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実

感
し
ま
す
。
気
温
や
日
照
時
間
の
変
化
に
よ
り
寒
暖

差
も
大
き
く
、
ま
た
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
後
の
田
ん

ぼ
や
山
の
紅
葉
を
見
る
と
“
こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
ん

だ
”
と
よ
り
強
く
感
じ
ま
す
。

　

10
月
は
特
に
日
中
は
汗
を
か
く
ほ
ど
暑
い
日
も
あ

れ
ば
暖
房
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
冷
え
込
む
日
も
あ
り

急
な
寒
暖
差
が
激
し
く
身
体
に
堪
え
る
よ
う
な
日
々

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
益
々
冷
え
込
ん
で
き
ま
す
の
で
暖
か

く
し
て
、
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
健
康
に
気
を
付

け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　我が家ではこの季節になると、ペットボトル工作を
始めます。ペットボトルで何を作るのか…。それは「ヘ
クサ取り器」。５年ほど前に職場の上司に教えていた
だき、その捕獲のしやすさから毎シーズン欠かせない
アイテムとなっています。子どもたちは競い合うよう
に、作成したマ

・
イ
・

ボ
・

ト
・

ル
・

にヘクサムシを集めます。ち
ょっとしたきっかけで、触りたくないものが集めたい
ものになってしまう。果たして今年の優勝は誰になる
のか…。

越智の江戸日記
　10月に入り東京のコロナ感染者数もやっと落ち
着いてきました。今回の緊急事態宣言はまん延防
止等重点措置含め、期間が長く大変でした…。
　さて、また二地域居住の話ですが、二地域居住
したい！という人を受け入れるには、まず、泊ま
るところが必要ですよね。安く泊まれるといえば、
旅館の素泊まりもそうですが、今ではゲストハウ
ス、シェアハウス、農家民宿など、いろいろな宿
泊や居住の形態があります。栄村も設置している
（休止中かと思いますが）田舎暮らし体験住宅な
んかも選択肢に上がります。
　宿泊をさせる仕事について調べていると、旅館
業法が結構厳しく、消防の関係も相まってなかな
か許可を取りづらいようですが、住宅宿泊事業法
によるいわゆる「民泊」なら比較的容易に許可を
取ることができるようです。民泊は年間180日以
内での営業という制限はありますが、栄村の場合、
冬季間の稼働がしづらいかつ全体的な観光客等も
大きな観光地に比べると少ないことを考えると、
仕事を始めるときには選択肢としてありなのかな
とも思います。他の仕事もしながら、民泊で許可
をとって知人や風来坊を泊めるところから始め、
徐々に稼働率を上げて本業にしていく、なんて少
し夢のようですが、現実的にはそういう風にする
とやりやすいのかな、と思います。
　なんだかちょっと硬い話になってしまいました
が、感染防止対策もしつつ、いろいろな人が来て、
留まって、交流ができて、新たなモノゴトが生ま
れる栄村にどんどんとなっていくと良いですね。

遥

開
拓
の
あ
の
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さ
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す
す
き
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に�
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田
セ
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千
曲
川
よ
り
信
濃
川
へ
と
秋
の
水�

馬
場
澤
子

秋
桜
を
揺
ら
し
去
り
行
く
霊
柩
車�

斉
藤
は
る
子

煙
立
つ
一
人
媼
の
籾
を
焼
く�

杉
浦
恵
子

老
い
ら
く
の
我
に
微
笑
む
秋
の
空�

福
原
勇
一

萩
の
花
野
仏
な
ら
ぶ
小
道
か
な�

柳
　
静
江

秋
茄
子
の
紺
極
ま
れ
る
素
揚
げ
か
な�

関
谷
貞
子

今月の一句 〜栄村俳句会〜

ほっこり話　　ほっこり話　　


